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倚
松
根
摩
腰
千
年
之
翠
満
手

折
梅
花
挿
頭
二
月
之
雪
落
衣

ま
つ
の
ね
に
よ
り
か
か
り  

こ
し
を
さ
す
れ
ば

せ
ん
ね
ん
の
み
ど
り  

て
に
み
ち

う
め
の
は
な
を
お
っ
て  

あ
た
ま
に
さ
せ
ば

に
が
つ
の
ゆ
き  

こ
ろ
も
に
お
つ

二
月
は

ま
だ
寒
さ
は
去
ら
ず

着
物
を
更
に
か
さ
ね
て
着
た
く
な
る
の
で

衣
更
着

如き
さ
ら
ぎ月
と
い
う

今
年
も

あ
な
た
が
や
っ
て
来
た

キ
ラ
キ
ラ

輝
き
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
降
り
て
く
る

そ
し
て

す
べ
て
を
静
か
に
抱
み
ゆ
く

あ
な
た
も
わ
た
し
も

一
度
は
見
上
げ
る
雪
の
空

あ
な
た
の
心
が
笑
っ
て
い
る

そ
ん
な
ふ
う
に
感
じ
る
わ
た
し
の
心

な
ぜ
か
ほ
ん
の
り
あ
た
た
か
い

自
分
が
ど
う
見
る
か
で

人
生
と
い
う
風
景
が
変
わ
る

能
登
の
大
地
が
教
え
て
く
れ
た

能
登
に
来
て

能
登
の
地
に
生
き
る

わ
た
し
が
わ
た
し
に

あ
な
た
が
あ
な
た
に

も
う
一
度
出
合
う
た
め
に

ふ
り
や
ま
な
い　

こ
の
愛
が

あ
り
が
と
う
の　

こ
の
想
い
が

あ
な
た
の
心
に　

と
ど
き
ま
す
よ
う
に

こ
の
ひ
と
ひ
ら
の
雪
と
共
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朱
琴

能
登
に
恋
し
た

抒
情
書
家

室む
ろ
や谷

一い
っ
し
ゅ
う

柊
・
朱し
ゅ
き
ん琴

・
文あ
や
ね音

が
描
く
能
登
の
12
カ
月

〜
如き

さ
ら
ぎ月
〜

室谷一柊・朱琴・文音
平成 18 年、京都府美山町から能登町
大箱に移住し、アトリエを構えた抒情
書家。生活の中で探しあてた言葉をモ
チーフに作品を仕上げる。イギリスと
能登を往復する文音（写真中）は、2
月 20 日からイギリス・リバプールで
能登の自然を表現した作品展を開く。

　

奥
能
登

　
　
　

に

抒
情
書
家

　
　

あ
り

ア
ト
リ
エ

　
　
　

を

　

五ご
ゆ
う
じ
ゅ
く

友
宿

　

と
い
う

波並地区の伝統行事「扇
おうぎばら

祓い」が 1月
18 日に行われました。子どもたちは、
3枚の扇を円になるように付けた竹竿
を持って家々を回り、玄関先で口上を
うたいながらお祓いをしました。
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海
洋
深
層
水
の
定
義
と
特
徴

　

海
洋
深
層
水
（
以
下
深
層
水
）
は
、

一
般
的
に
水
深
２
０
０
㍍
よ
り
深
い

場
所
に
あ
る
海
水
の
こ
と
を
指
す
。

水
深
２
０
０
㍍
は
、
光
合
成
が
行
わ

れ
る
限
界
の
水
深
で
あ
り
、
２
０
０

㍍
よ
り
浅
い
海
水
は
深
層
水
と
の
比

較
で
表
層
水
と
呼
ば
れ
る
。

　

深
層
水
の
主
な
特
徴
は
①
低
温
安

定
性
②
富
栄
養
性
③
清
浄
性―

の
代

表
的
な
三
つ
の
ほ
か
に
、
④
ミ
ネ
ラ

ル
含
有
性
や
⑤
熟
成
性
な
ど
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
※
。

深
層
水
事
業
化
へ
の
道
の
り

　

高
知
県
室
戸
市
や
富
山
県
滑
川

市
・
入
善
町
な
ど
が
先
進
地
と
し
て

有
名
な
国
内
の
海
洋
深
層
水
事
業
。

石
川
県
で
は
小
木
沖
が
取
水
最
適
地

と
さ
れ
て
い
た
。

　

内
浦
町
（
当
時
）
は
平
成
12
年
か

ら
事
業
化
の
検
討
を
始
め
、
数
回
に

わ
た
る
水
質
調
査
や
海
底
地
形
調
査

な
ど
を
行
っ
た
。
15
年
ま
で
に
計
7

回
の
試
験
取
水
を
行
い
、製
品
開
発
、

観
光
利
用
や
農
業
利
用
な
ど
の
具
体

的
な
利
活
用
も
始
ま
っ
た
。

　

深
層
水
の
安
定
供
給
に
対
す
る
ニ

ー
ズ
が
高
ま
っ
た
16
年
に
は
、
取
水

管
敷
設
工
事
が
完
了
し
原
水
の
み
が

供
給
可
能
に
な
る
。
さ
ら
に
17
年
8

月
1
日
に
は
、
待
望
の
陸
上
取
水
・

石
川
県
で
の
取
水
最
適
地
と
さ
れ
、

平
成
17
年
か
ら
本
格
取
水
が
始
ま
っ
た

能
登
海
洋
深
層
水
。

た
か
が
水
、
さ
れ
ど
水
。

そ
の
違
い
は
小
さ
い
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
そ
の
水
は

「
究
極
の
き
れ
い
な
海
水
」
か
ら
生
ま
れ
る
、

石
川
県
内
で
は
能
登
町
だ
け
の

「
深
海
か
ら
の
贈
り
物
」。

深
層
水
に
つ
い
て
知
っ
て
ほ
し
い
。

深
層
水
を
も
っ
と
使
っ
て
ほ
し
い
。

能
登
町
だ
け
の
宝
物
は
、

能
登
町
の
人
に
使
わ
れ
、
喜
ば
れ
て
初
め
て
、

そ
の
輝
き
を
増
し
て
い
く―

。

深海 からの

贈
り
物
〜
能
登
海
洋
深
層
水
〜

能登海洋深層水とは
Chapter ▼ ▼ ▼ 01

能
登
海
洋
深
層
水
の
経
緯

昭
和
60
年
ご
ろ
よ
り
能
登
半
島
で
海
洋
深
層

水
の
取
水
適
地
と
し
て
、
第
1
に
能
登
町
小

木
沖
、
第
2
に
七
尾
市
観
音
崎
沖
が
あ
げ
ら

れ
て
い
た
。

高
知
県
室
戸
市
で
日
量
4
千
㌧
の
海
洋
深
層

水
を
取
水
開
始
し
た
こ
と
か
ら
事
業
化
の
検

討
が
始
ま
っ
た
。

内
浦
町
海
洋
深
層
水
研
究
会
を
設
置
。

取
水
量
3
㌧
の
試
験
取
水
を
実
施
。

海
洋
深
層
水
対
策
室
を
設
置
。

第
2
回
試
験
取
水
（
21
㌧
）

石
川
県
海
洋
深
層
水
利
活
用
事
業
化
協
議
会

を
設
置
。

第
3
回
試
験
取
水
（
96
㌧
）

第
4
回
試
験
取
水
（
36
㌧
）

第
5
回
試
験
取
水
（
45
㌧
）

能
都
町
・
柳
田
村
へ
研
究
会
へ
の
参
加
要
請

を
行
い
快
諾
を
受
け
る
。

事
業
化
に
向
け
た
基
本
計
画
を
策
定
。

研
究
会
の
名
称
を
「
の
と
海
洋
神
創
水
研
究

会
」
に
変
更
。

第
6
回
試
験
取
水
（
58
㌧
）

第
7
回
試
験
取
水
（
60
㌧
）

取
水
管
敷
設
工
事
完
成
、
原
水
の
み
供
給
が

可
能
と
な
っ
た
。

分
水
供
給
施
設
（
現
施
設
）
が
完
成
。
施
設

建
設
費
4
億
8
千
5
百
万
円
。

能
登
海
洋
深
層
水
協
議
会
設
立
。

現
在
に
至
る
。

 

平
成
12
年
4
月

深海からの贈り物
NOTO DEEP SEA WATER

海洋深層水を考える前に、そもそもどのような水な
のか、その特徴を知る必要がある。なぜ能登町で取
水しているのか、その経緯と共にもう一度深層水に
ついての理解を深めよう。

 

平
成
12
年
6
月

 

平
成
12
年
9
月

 

平
成
13
年
4
月

 

平
成
13
年
6
月

 

平
成
13
年
7
月

 

平
成
13
年
10
月

 

平
成
14
年
7
月

 

平
成
14
年
9
月

 

平
成
15
年
1
月

 

平
成
15
年
3
月

 

平
成
15
年
6
月

 

平
成
15
年
9
月

 

平
成
16
年
8
月

 

平
成
17
年
8
月

 

平
成
17
年
11
月

供
給
施
設「
能
登
海
洋
深
層
水
施
設
」

が
完
成
。
原
水
の
ほ
か
に
濃
縮
水
や

脱
塩
水
な
ど
も
安
定
し
て
供
給
で
き

る
体
制
が
整
っ
た
。

【
※
深
層
水
の
特
徴
】

①
低
温
安
定
性

：

深
層
水
の
水
温
は

太
陽
光
が
届
か
な
い
た
め
表
層
水
に

比
べ
て
低
く
一
年
を
通
し
て
安
定
。

②
富
栄
養
性

：
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

が
光
合
成
で
き
な
い
た
め
、「
チ
ッ

素
」「
リ
ン
」「
ケ
イ
酸
」
な
ど
の
無

機
栄
養
塩
類
が
豊
富
。

③
清
浄
性

：

細
菌
に
よ
る
汚
染
が
な

く
、
化
学
物
質
に
よ
る
汚
染
の
可
能

性
も
少
な
い
。

④
ミ
ネ
ラ
ル
含
有
性

：

深
層
水
に
は

人
に
と
っ
て
必
要
な
ミ
ネ
ラ
ル
が
バ

ラ
ン
ス
よ
く
含
ま
れ
て
い
る
。

⑤
熟
成
性

：

水
圧
20
気
圧
以
上
の
高

圧
下
で
海
水
が
熟
成
さ
れ
る
。
肌
へ

の
浸
透
力
や
食
品
の
ま
ろ
や
か
な
味

に
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

深層水取水施設の分水場。原水、濃縮
水、脱塩水の 3種類が持ち込み容器に
分水される。

23

原　

水

濃
縮
水

脱
塩
水

飲
料
水

取水した海洋深層水に紫外線殺菌
を施したもの。塩分濃度は約 3.5％
で取水量は 1日 100 ㌧。

海洋深層水を逆浸透膜で濃縮し
た後に紫外線殺菌したもの。塩
分濃度は原水の約 1.5 倍（5％）。

海洋深層水を逆浸透膜で脱塩し
た後に紫外線殺菌したもの。塩
分、ミネラル分をほとんど含ま
ない軟水のため、お茶、コーヒ
ーや炊飯に適している。

逆浸透膜方式（ミネラル分を通さない
浸透膜でろ過する方式）による脱塩

塩

脱塩水をさらに殺菌処理したもの。
施設内の自動販売機でのみ購入できる。



深層水の可能性Chapter ▼ ▼ ▼ 02

内浦地区では、試験取水の段階からさまざまな商品
が試作・開発され商品化されてきた。各分野におけ
る能登海洋深層水の利活用事例から深層水に秘めら
れた可能性を探る。

加工観光

農業水産業

深
層
水
・
能
登
の
塩
を
使
っ
て
の

新
規
商
品
開
発
や
大
量
に
使
用
し

た
い
場
合
は
、海
洋
深
層
水
対
策

室（
☎
72

－

２
５
０
６
）ま
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

42009.2  № 485

深海からの贈り物
NOTO DEEP SEA WATER

鮮
度
・
品
質
の
持
ち
が
違
う
。

近
江
町
市
場
で
活
用
さ
れ
る

能
登
海
洋
深
層
水

　

金
沢
市
民
の
台
所
と
呼
ば
れ
る

「
近
江
町
市
場
」。
食
品
か
ら
生
活
雑

貨
ま
で
１
７
０
の
店
舗
が
並
び
、
多

く
の
買
い
物
客
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

て
い
る
。
11
月
か
ら
3
月
に
か
け
て

は
旬
の
加
能
ガ
ニ
（
石
川
県
産
ズ
ワ

イ
ガ
ニ
）
な
ど
が
魚
屋
の
店
先
を
飾

る
が
、
数
あ
る
近
江
町
市
場
の
魚
屋

の
中
に
「
能
登
海
洋
深
層
水
使
用
」

の
看
板
を
掲
げ
た
店
が
二
つ
あ
る
。

　
「
昨
シ
ー
ズ
ン
か
ら
水
槽
の
海
水

に
深
層
水
を
使
っ
て
い
ま
す
」
と
話

す
㈲
島
田
水
産
の
島
田
恵
一
専
務
。

新
聞
記
事
で
深
層
水
を
知
っ
た
島
田

さ
ん
は
、
一
度
使
っ
て
み
よ
う
と
取

水
施
設
に
足
を
運
ん
で
説
明
を
聞
い

た
と
い
う
。

　
「
カ
ニ
は
水
揚
げ
さ
れ
た
あ
と
、

水
槽
に
入
れ
て
砂
や
泥
を
吐
か
せ
体

内
を
き
れ
い
に
し
ま
す
が
、
深
層
水

に
漬
け
る
と
カ
ニ
が
や
せ
に
く
く

な
っ
て
、
よ
り
元
気
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
実
感
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を

ゆ
で
る
と
カ
ニ
の
色
つ
や
・
光
沢
が

全
然
違
い
ま
す
し
、
味
も
お
い
し
く

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と
深
層

水
の
効
果
を
話
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
深
層
水
を
使
う

店
が
二
つ
に
な
っ
た
こ
と
で
輸
送
コ

【近江町市場】
280 年の歴史を誇る生鮮食品を主
体とした市場。食べ方や価格交渉
など、店員との会話を含めて買い
物を楽しめる「金沢市民の台所」。

深層水のいけすで販売されるカ
ニ。「より新鮮な状態で販売で
き、お客さんからも好評です」
と田方さん。

ス
ト
・
労
力
も
少
な
く
な
っ
た
と
い

う
。「
輸
送
コ
ス
ト
は
か
か
り
ま
す

が
、
深
層
水
以
外
の
水
を
使
う
つ
も

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
夏
場
は
岩
ガ
キ

や
エ
ビ
類
な
ど
に
も
使
う
つ
も
り
で

す
し
、い
い
水
に
巡
り
会
え
ま
し
た
」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
。

　
「
い
い
水
が
あ
る
け
ど
使
っ
て
み

な
い
か
」と
島
田
さ
ん
に
勧
め
ら
れ
、

今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
深
層
水
を
使
う
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
杉
本
水
産
㈱
の

田
方
浩
和
さ
ん
。「
去
年
ま
で
の
海

水
に
比
べ
持
ち
が
全
然
違
い
ま
す

し
、
カ
ニ
が
死
ぬ
こ
と
も
ほ
と
ん
ど

な
く
な
り
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
に

と
っ
て
は
一
番
い
い
水
。
最
高
だ
と

思
い
ま
す
」
と
喜
ん
で
い
る
。

　

そ
の
言
葉
ど
お
り
、
杉
本
水
産
で

は
深
層
水
の
い
け
す
に
入
れ
て
カ
ニ

を
販
売
し
て
い
る
。「
氷
の
上
で
は

な
く
、
カ
ニ
を
い
け
す
で
販
売
し
て

い
る
店
は
う
ち
だ
け
で
す
。
課
題
は

深
層
水
が
た
く
さ
ん
必
要
に
な
る
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
」
と
話
す
。

　

輸
送
と
い
う
課
題
が
あ
る
近
江
町

市
場
で
も
活
用
さ
れ
る
深
層
水
。
地

元
で
生
か
さ
な
い
手
は
な
い
。

洞くつと深層水の神秘的な相
乗効果があった。塩を使った
食品の開発にも挑戦したい。

地元小木で水揚げされるイカ
と取水される深層水を使っ
て、新しい商品を開発する。

水産業に限らず、海洋深層水
の特性・利点をどう生かすか
が大切。

海洋深層水トマトで培ったノ
ウハウは、さまざまな作物に
も応用できる。

百楽荘では、温泉と同じよう
な保温・保湿効果がある深

層水のお風呂に入ってもらいたい
と考え、もともとあった洞くつ風
呂をリニューアルしました。現在
はお風呂の約 3分の 1の量の原水
を入れていますが、お客さまから
も「お湯がやわらかい」「すべす

べする」「あがった後も湯冷めしにくい」などの意見が多
いです。お風呂あがりには脱塩水を飲んでもらっています。
　ほかにも料理全般に深層水を使っています。特に豆腐は
お客さまの目の前で豆乳に深層水のにがりを入れて作りま
すが、なめらかな味と好評です。
　これからはもっと食品の開発に挑戦したいと考えていま
す。豊富な能登の食材に深層水の塩で味付けすれば、本物
のおいしい商品ができると考えています。

地元小木で深層水を取水する
ということで、試験取水の

段階から製品を試作していまし
た。現在は「イカの一夜干し」に
濃縮水を使い、「イカの塩辛」に
深層水の塩を一部ですが使ってい
ます。
　試作段階では、原水を使ったり
濃縮水を使ったりしましたが、濃縮水の場合がちょうどい
い塩加減でおいしくなりました。深層水を使うことで塩辛
さだけではなく、まろやかな味になると評判です。
　深層水を使った新製品も定期的に試作はしていますが、
コスト的な問題もあります。現在は安いものか本物しか売
れない時代ですが、世の中がもっと本物志向になれば深層
水の塩を使った「いしり」なども開発していきたいと思っ
ています。

水産総合センターとしては、
平成 13 年から加工や蓄養な

どの研究を行ってきましたが、味
覚の差などはデータ的にはっきり
と違いを出すまでには至っていま
せん。
　海洋深層水は雑菌の入っていな
い非常にきれいな海水であるとい

うことや、水温が一定であるという特徴をうまく生かせれ
ば、蓄養などの分野で十分活用の可能性はあると思います。
魚種を選定し、海水を加温・冷却することなく蓄養するこ
とでコストを下げ、さらに深層水利用というイメージアッ
プが価格に反映できれば採算が取れるかもしれません。
　深層水を利活用するには、水産業に限らずその特性・利
点をどう生かすかが重要です。今後も深層水のさらなる利
活用に協力していきたいと考えています。

内浦地区ではトマトの栽培が
盛んであったことから、深

層水を使ったトマト栽培を研究開
発することにしました。
　平成 16 年の秋作からビニール
ハウス 4 棟、12 ㌃で試験栽培を
行ってきましたが、最初は半分以
上が枯れるなど試行錯誤の連続で
した。トマトの根にストレスを与えることで糖度が増す仕
組みを利用していますが、現在では糖度が 7度以上の高糖
度トマトの割合も増え、市場でも好評を得ています。あと
は粒を大きくして収量をアップすることができれば、農家
の皆さんにも導入してもらえるのではと期待しています。
　トマトで培ったノウハウを、今後はいろいろな作物に応
用させ、深層水を使ったおいしい野菜が生産できるように
していきたいと考えています。

内浦町農業協同組合

花
はなばた

畑 壽
ひさかず

一 組合長
石川県水産総合センター

古
ふるさわ

沢　優
まさる

 部長 

百楽荘  女将

浅
あ さ い

井 園
そ の こ

子 さん 
㈲カネイシ  代表取締役

新
し ん や

谷 伸
しんいち

一 さん 

店先にずらりと並ぶ加能ガニは
色つやが明らかに違う。「海底
にいるカニにとって深層水がい
いのは当たり前」と島田さんは
話す。



取水施設に行く
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平成 17 年 8 月、海洋深層水を取水する全国 14 番
目の施設として誕生した「能登海洋深層水施設」。
深層水の利活用は、まずこの施設に足を運ぶところ
から始まる。

【やまもと・ますひろ】

1948 年東京生まれ。
1982 年に出版した「東京味のグランプ
リ 200」以来、国内外での料理評論の活
動を広げる。
“美味しいものを食べるより、ものを美
味しく食べる” をモットーに食卓を共に
する時間を楽しむ “食時会” をサークル
「ア・ターブル 99」にて開催。
能登半島地震のとき、料理人らと一緒
にボランティアとして能登に入り、仮
設住宅入居者に料理を振る舞った。
著書・雑誌連載など多数。

完
成
か
ら
3
年
5
カ
月

取
水
施
設
の
現
状

　

冷
凍
ス
ル
メ
イ
カ
の
水
揚
げ
高
日

本
海
側
最
大
を
誇
る
小
木
港
。
そ
の

小
木
港
に
そ
び
え
る
県
漁
協
小
木
支

所
の
近
く
、
波
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
描
か

れ
た
白
い
建
物
が
石
川
県
唯
一
の
海

洋
深
層
水
取
水
・
供
給
施
設
「
能
登

海
洋
深
層
水
施
設（
以
下
施
設
）」だ
。

　

こ
こ
で
は
小
木
沖
3
・
7
㌔
、
水

深
３
２
０
㍍
の
深
海
か
ら
1
日

１
０
０
㌧
の
深
層
水
が
く
み
上
げ
ら

れ
、
約
40
㌧
が
脱
塩
・
濃
縮
処
理
さ

れ
て
い
る
。
全
国
に
は
1
日
数
千
㌧

単
位
で
取
水
す
る
施
設
も
多
く
、
規

さ
ぶ
』
の
開
発
に
成
功
し
た
。

　
「
30
年
前
の
記
憶
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
か
な
り
近
い
味
・
食

感
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
水
温
が

低
い
冬
場
限
定
で
す
が
、
か
つ
て
タ

ラ
は
え
縄
漁
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
ろ
の

懐
か
し
い
味
を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
ほ
し

い
で
す
ね
。
今
年
は
い
さ
ぶ
を
発
酵

さ
せ
た
『
塩し
ょ
し
り汁
』
も
作
り
ま
し
た
」

特
許
製
法
で
作
ら
れ
る

『
能
登
の
塩
』

　

全
国
唯
一
の
取
水
施
設
内
で
の
製

塩
は
、『
非
直じ
か
び火
式
低
温
製
法
』
と

い
う
特
許
製
法
で
作
ら
れ
る
。
2
㌧

の
濃
縮
水
を
製
塩
装
置
に
入
れ
、
60

度
の
低
温
で
五
日
間
か
け
て
60
㌔
の

塩
を
作
る
も
の
で
、
①
塩
の
結
晶
よ

り
も
先
に
結
晶
と
な
る
硫
酸
カ
ル
シ

ウ
ム
な
ど
の
不
純
物
を
取
り
除
く
こ

と
が
で
き
る
②
塩
素
と
ナ
ト
リ
ウ
ム

の
結
合
が
弱
く
、
余
分
な
塩
素
が
体

外
に
排
出
さ
れ
や
す
い
③
カ
ル
シ
ウ

ム
な
ど
が
自
然
の
バ
ラ
ン
ス
で
残
る

―

な
ど
の
利
点
が
あ
る
。

　

豊
原
さ
ん
に
よ
る
と
、
こ
の
特
許

を
利
用
し
た
製
塩
は
全
国
で
も
２
カ

所
で
、
深
層
水
利
用
は
こ
の
施
設
だ

け
と
い
う
こ
と
だ
。

　
「
自
分
た
ち
だ
け
の
塩
を
作
る
た

模
的
に
は
小
さ
い
施
設
と
い
え
る

が
、
こ
の
施
設
に
は
「
全
国
初
の
自

治
体
に
よ
る
飲
料
水
オ
フ
ラ
イ
ン
供

給
」
と
「
全
国
唯
一
の
取
水
施
設
内

で
の
製
塩
事
業
」
と
い
う
大
き
な
特

徴
が
あ
る
。

　
「
延
べ
人
数
で
月
約
２
０
０
０
人

が
施
設
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
一
般
利
用
が
約
7
割
で
、
企
業

や
事
業
所
な
ど
の
商
用
利
用
が
3
割

で
す
。
ほ
か
の
施
設
に
比
べ
一
般
利

用
の
割
合
が
高
い
と
言
え
ま
す
」
と

話
す
施
設
職
員
の
豊
原
知ち
た
る足

さ
ん
。

そ
の
言
葉
ど
お
り
、
施
設
に
は
ポ
リ

タ
ン
ク
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
積
ん
だ

車
が
次
々
に
訪
れ
る
。

　
「
お
風
呂
に
は
原
水
、
干
物
や
漬

け
物
に
は
濃
縮
水
、
お
茶
や
コ
ー

ヒ
ー
、
炊
飯
に
は
脱
塩
水
な
ど
、
皆

さ
ん
目
的
に
応
じ
て
う
ま
く
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
中
に
は
熱
帯
魚
の
水

槽
用
に
と
金
沢
方
面
か
ら
訪
れ
る
人

も
い
ま
す
」

能
登
町
の
人
、
事
業
所
に

も
っ
と
利
用
し
て
ほ
し
い

　

商
用
利
用
に
関
し
て
は
、
金
沢
や

輪
島
な
ど
町
外
企
業
の
利
用
が
増
え

て
い
る
と
い
う
。「
町
内
の
利
用
が

増
え
な
い
理
由
は
、
コ
ス
ト
面
が
課

題
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
町
内
の

事
業
所
が
深
層
水
や
塩
を
研
究
開
発

に
使
う
場
合
な
ど
は
減
免
で
き
る
場

合
も
あ
る
の
で
ぜ
ひ
相
談
し
て
ほ
し

い
」
と
話
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
魚
屋
や
旅
館
な
ど

と
連
携
し
て
、
施
設
外
の
原
水
タ
ン

ク
を
利
用
し
た
試
験
的
な
蓄
養
も

行
っ
て
い
る
。

　
「
ア
ワ
ビ
や
ヒ
ラ
メ
な
ど
を
タ
ン

ク
内
で
蓄
養
し
て
い
ま
す
。
特
に
魚

は
深
層
水
の
中
で
泳
ぐ
こ
と
で
体
内

が
き
れ
い
に
な
り
、
身
も
お
い
し
く

な
る
よ
う
で
す
」

約
30
年
ぶ
り
に
復
活
し
た

小
木
の
伝
統
食
『
い
さ
ぶ
』

　

一
昨
年
「
深
層
水
を
使
っ
て
『
い

さ
ぶ
』
が
で
き
な
い
か
」
と
い
う
地

元
水
産
会
社
か
ら
の
提
案
を
受
け
た

豊
原
さ
ん
は
、
い
け
す
か
ら
海
に
流

さ
れ
る
原
水
を
利
用
し
、伝
統
食『
い

め
に
、
1
年
目
は
計
器
を
に
ら
み
な

が
ら
試
行
錯
誤
を
重
ね
ま
し
た
。
完

成
し
た
深
層
水
１
０
０
㌫
の
天
然
塩

に
は
し
ょ
っ
ぱ
さ
だ
け
で
は
な
く
、

味
が
あ
り
ま
す
。
塩
を
作
る
と
い
う

よ
り
『
食
べ
物
』
を
作
っ
て
い
る
と

い
う
意
識
を
も
っ
て
、
製
塩
室
、
装

置
、
容
器
な
ど
の
掃
除
・
洗
浄
は
細

心
の
注
意
を
払
っ
て
毎
回
徹
底
的
に

や
っ
て
い
ま
す
」

　

最
高
の
原
料
と
最
良
の
製
法
で
作

ら
れ
る
『
能
登
の
塩
』。
料
理
評
論

家
や
有
名
シ
ェ
フ
が
認
め
る
な
ど
、

そ
の
評
判
も
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

　
「
深
層
水
と
同
じ
く
、
能
登
町
の

皆
さ
ん
に
こ
の
塩
を
使
っ
て
み
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。今
回
、

施
設
に
来
て
も
ら
っ
た
皆
さ
ん
に
塩

の
サ
ン
プ
ル
を
無
料
で
提
供
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
味
わ
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
」（
※
左
上
参
照
）

（（（利用者の声）））

62009.2  № 487

料理評論家・山本益博氏が
厳選食材として「能登の塩」
を紹介

著名な料理評論家である山本益博さんの著書「山
本益博の厳選！取り寄せごはん」＝写真＝ ( 青春
出版社）に「能登の塩」が掲載されています。山
本さんが能登に出かけたときに出会ったミネラル
豊富な塩として紹介されています。

イカを深層水に 30 時間漬けると、柔らかい
『いさぶ』が出来上がる。

深海からの贈り物
NOTO DEEP SEA WATER

いけすで飼育されるアワビ。新鮮でおいしい
魚介類が提供できるようになる。

製塩装置から塩を取り出す豊原さん。煮詰めすぎると辛くなりすぎるの
で、濃度 35％、約 60 ㌔までの一番塩だけが製品化される。

　七尾市の駅の近くで居酒屋をしていま
す。主に脱塩水を料理全般に使い、焼酎の
水割りにも使い始めたところ焼酎を飲むお
客さまが増えました。また、原水でナスを
漬けるとミョウバンがいりません。

坂上勝則さん一家（七尾市）

藤原夏美さん（布浦）
　赤土で育てたミネラ
ル豊富な野菜と、深層
水原水のミネラルがダ
ブル効果になって、とっ
てもまろやかな漬け物
ができます。

　原水を使うと食卓に置いても色が変わ
りません。

西尾征次さん（小木）
　飲料用、お茶などに
脱塩水を使ったり、た
まに原水をお風呂にも
入れています。
　金沢に住む娘が気に
入っているので、金沢

に行くときには必ず持って行きます。

広報のと 2月号

能登の塩
引換券

左の引換券を深層水施設
に持参した方にもれなく
「能登の塩（50㌘）」を
プレゼントします！（1家族につ

き1袋まで）
✂

✂

平成 21年
2月末日
まで

能登海洋深層水施設

県漁協
小木支所

小木高瀬口

小木港

至真脇

至松波

【能登海洋深層水施設】
〒 927-0553
石川県鳳珠郡能登町字小木 34-15
☎＆℻（0768）74 ｰ 1233
営業　9:00 ～ 17:00
　　　月曜定休（祝日は営業）
http://www.notosh㏌sousui.jp/
E-mail : info@notoshinsousui.jp
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深
層
水
の
応
援
団

　

協
議
会
は
現
在
、
企
業
や
個
人
、

研
究
機
関
な
ど
60
の
会
員
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
研
修
会

の
開
催
、
先
進
地
視
察
、
ブ
ラ
ン
ド

認
定
や
出
向
宣
伝
な
ど
、
主
に
会
員

の
商
品
開
発
の
支
援
や
深
層
水
商
品

の
販
売
促
進
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
さ
に
深
層
水
の
応
援
団
的
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

町
外
や
異
業
種
の
会
員
が
い
る
中

で
、お
互
い
の
商
品
を
販
売
し
た
り
、

組
み
合
わ
せ
て
販
売
す
る
な
ど
、
情

報
交
換
の
場
と
し
て
も
役
に
立
っ
て

い
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

商
品
開
発
と
課
題

　

商
品
開
発
に
つ
い
て
は
、
他
県
の

事
例
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
も
の
が
開

発
さ
れ
て
お
り
、
予
想
以
上
に
進
ん

で
い
る
と
言
え
ま
す
。
爆
発
的
な

ヒ
ッ
ト
商
品
は
ま
だ
生
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
継
続
し
て
い
る
商
品
も
多

く
深
層
水
の
特
性
が
認
知
さ
れ
て
い

る
こ
と
の
証
明
だ
と
思
い
ま
す
。

　

わ
た
し
は
平
成
12
年
の
試
験
取
水

の
と
き
か
ら
関
心
を
持
ち
、
酒
造
会

社
と
し
て
商
品
の
研
究
開
発
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。「
深
層
水
利
用
」
の

看
板
は
商
品
の
イ
メ
ー
ジ
を
ア
ッ
プ

さ
せ
、
消
費
者
も
興
味
を
持
っ
て
く

れ
ま
す
。
あ
と
は
い
か
に
高
品
質
の

商
品
を
開
発
し
て
、
従
来
製
品
と
の

差
別
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
か
が

課
題
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

深
層
水
の
可
能
性

　

今
後
、
さ
ら
な
る
利
活
用
の
可
能

性
が
あ
る
分
野
は
「
農
業
分
野
」
と

「
医
学
分
野
」
だ
と
思
い
ま
す
。
ト

マ
ト
や
イ
チ
ゴ
の
ほ
か
に
も
応
用
で

き
る
作
物
は
多
い
で
し
ょ
う
し
、
医

学
関
係
機
関
へ
は
研
究
資
材
と
し
て

の
打
診
も
行
っ
て
い
ま
す
。
隣
の
富

山
県
で
も
海
洋
療
法
（
タ
ラ
ソ
テ
ラ

ピ
ー
）
を
取
り
入
れ
た
専
用
施
設
が

と
て
も
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

人
体
に
有
効
な
成
分
が
そ
の
ま
ま

残
っ
て
い
る
水
が
深
層
水
で
す
。
で

き
る
だ
け
自
然
の
ま
ま
活
用
す
る
こ

と
が
大
切
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

良
い
物
は
必
ず
残
る

　

施
設
完
成
か
ら
3
年
が
経
過
し
、

利
用
者
の
増
加
率
が
小
さ
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
壁
を
打
破
す
る
た

め
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
さ
ら
な

る
利
用
や
「
能
登
町
と
い
え
ば
海
洋

深
層
水
」
と
な
る
よ
う
に
全
国
へ
発

信
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

良
い
物
は
必
ず
残
り
ま
す
。
協
議

会
と
し
て
も
、
品
質
の
高
い
製
品
を

開
発
し
販
売
す
る
会
員
を
応
援
し
な

が
ら
、
深
層
水
の
普
及
に
努
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

取水施設完成を受けて平成 17 年 11 月に設立
された「能登海洋深層水協議会（以下協議会）」
は、深層水のブランド認定、調査研究、利用促
進などを目的に活動している。設立から現在ま
で協議会長を務める金

きんしち

七政彦さん＝松波＝に能
登海洋深層水の今後の課題や展望を聞いた。

良
い
物
は
残
る
。

町
の
発
展
の
た
め
に

海
洋
深
層
水
を

応
援
し
て
い
き
た
い
。

能登海洋深層水
ブランドロゴマーク

が
ず
れ
る
と
、
見
た
目
は
き
れ
い
で

も
味
が
ず
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

特
に
塩
は
今
ま
で
世
界
中
の
塩
を

取
り
寄
せ
て
試
し
ま
し
た
が
、
能
登

の
塩
は
最
初
に
辛
さ
が
ス
ト
レ
ー
ト

に
来
て
、
後
で
甘
み
が
じ
わ
っ
と
来

る
塩
で
し
た
。
塩
の
溶
け
具
合
や
辛

さ
が
、
特
産
で
あ
る
飛
騨
牛
に
一
番

合
い
ま
し
た
。

料
理
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
塩

　

塩
は
料
理
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
に
お
い
し
い
料
理
で
も
塩
を

振
っ
て
い
な
い
料
理
は
あ
り
得
な
い

で
す
し
、
味
は
塩
で
決
ま
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
た

し
が
塩
に
求
め
て
い
る
も
の
は
ミ
ネ

ラ
ル
な
ど
の
栄
養
成
分
で
は
な
く

「
料
理
の
ス
イ
ッ
チ
」
が
入
り
や
す

い
塩
か
ど
う
か
で
す
。
ス
イ
ッ
チ
が

入
っ
て
か
ら
味
を
感
じ
ま
す
。
だ
か

ら
塩
に
も
味
が
必
要
な
の
で
す
。

水
と
塩
と
食
物

　

わ
た
し
は
「
生
き
る
う
え
で
水
と

塩
と
食
物
は
平
等
」
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
３
つ
が
な
い
と
人
は
生

き
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
わ
け
で

す
か
ら
、
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
完

全
に
平
等
な
の
で
す
。

　

水
と
塩
さ
え
あ
れ
ば
料
理
は
で
き

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
元
の
食
材
に

能
登
の
塩
を
使
っ
て
、
自
分
の
感
性

で
シ
ン
プ
ル
な
料
理
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

能
登
と
の
つ
な
が
り

　

わ
た
し
は
能
登
に
数
回
行
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
震
災
の
時
に
は
東

京
の
シ
ェ
フ
た
ち
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
被
災
地
に
行
っ
て
、
仮
設
住
宅
の

皆
さ
ん
に
料
理
を
作
っ
た
り
も
し
ま

し
た
。
能
登
は
日
本
で
も
有
数
の
リ

ゾ
ー
ト
地
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

深
層
水
の
塩
は
震
災
前
か
ら
使
っ

て
い
ま
す
。
わ
た
し
は
料
理
人
と
し

て
地
元
食
材
を
使
う
こ
と
は
当
た
り

前
だ
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
岐
阜
県

に
は
海
が
な
い
の
で
わ
た
し
が
好
む

海
塩
が
あ
り
ま
せ
ん
。
下
呂
か
ら
見

た
海
が
石
川
・
能
登
だ
っ
た
の
で
す
。

三
つ
の
こ
だ
わ
り

　

わ
た
し
が
料
理
を
す
る
う
え
で
、

基
本
に
し
て
い
る
こ
と
は
三
つ
あ
り

ま
す
。
包
丁
の
切
れ
味
、
火
の
入
れ

方
、
そ
し
て
塩
で
す
。
ど
れ
か
一
つ
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下呂温泉ホテルパストール
副総支配人兼総料理長

橋本  泰生シェフ
【はしもと・やすお】
1958 年福岡県北九州市生
まれ。三重県、大阪府、東
京都での勤務を経て、平成
4年 4月から現職。

塩
に
こ
だ
わ
る
一
流
シ
ェ
フ
に

認
め
ら
れ
た
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の

『
能
登
の
塩
』

下呂温泉  ホテルパストール
〒 509-2202 岐阜県下呂市森 1781
☎ 0756-24-2000
http://www.pastor.co.jp/ 飛騨牛のグリエ。食べる前にも少

量の塩を振ると、塩の食感と辛さ
がスイッチとなり、肉のうまみを
引き出す。

地元の食材に
能登の塩。
味は塩で決まる。

金七政彦さん
PROFILE　
きんしち・まさひこ
1947 年松波生まれ。協議会の
前身である「のと海洋神創水研
究会」の会長も務めるなど深層
水事業の中心的役割を担ってき
た。酒造会社社長、61歳。



「
余
命
宣
告
を
受
け
た
父
親
に

自
分
が
店
を
持
っ
た
と
こ

ろ
を
見
せ
た
か
っ
た
」

　

平
成
17
年
3
月
21
日
、
恋
路
海
岸

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
前
の
建
物
の
一
角
に

小
さ
な
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
「
な
か
の
洋

菓
子
店
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
オ
ー

ナ
ー
シ
ェ
フ
の
中
野
洋ひ
ろ
と人

さ
ん
（
28

歳
）＝
松
波
＝
は
金
沢
、
東
京
で
修

行
を
積
ん
で
き
た
ケ
ー
キ
職
人
（
＝

パ
テ
ィ
シ
エ
）
だ
。

　
「
自
分
の
技
術
も
ま
だ
未
熟
で
、

作
れ
る
ケ
ー
キ
も
少
な
か
っ
た
。
一

つ
一
つ
が
勉
強
だ
っ
た
」
と
オ
ー
プ

ン
当
時
を
振
り
返
る
。

　

そ
の
味
は
次
第
に
口
コ
ミ
で
広
が

り
、
新
聞
、
雑
誌
、
テ
レ
ビ
な
ど
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
に
も
紹
介
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
今
で
は
金
沢
方
面
か
ら

わ
ざ
わ
ざ
ケ
ー
キ
を
買
い
に
く
る
と

い
う
お
客
さ
ん
も
い
る
。

　

中
野
さ
ん
が
パ
テ
ィ
シ
エ
を
志
し

た
の
は
中
学
生
の
こ
ろ
。
進
路
を
決

め
る
と
き
に
料
理
人
か
パ
テ
ィ
シ
エ

か
迷
っ
た
と
い
う
が
、
も
と
も
と

ケ
ー
キ
が
好
き
で
工
作
も
得
意
だ
っ

た
中
野
さ
ん
は
「
食
材
を
調
理
す
る

よ
り
も
、
想
像
力
で
ゼ
ロ
か
ら
作
る

ケ
ー
キ
の
方
が
お
も
し
ろ
い
」
と
考

え
パ
テ
ィ
シ
エ
の
道
を
選
ん
だ
。

　

大
阪
の
専
門
学
校
を
卒
業
し
、
金

沢
市
の
洋
菓
子
専
門
店
に
就
職
し
た

中
野
さ
ん
。
金
沢
で
は
、
ケ
ー
キ
を

作
り
、
友
人
と
遊
び
、
そ
れ
な
り
に

充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
と

い
う
。
し
か
し『
自
分
の
店
を
持
つ
』

と
い
う
夢
を
描
い
て
い
た
中
野
さ
ん

に
と
っ
て
、
金
沢
で
の
生
活
は
「
こ

れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
不

安
を
大
き
く
さ
せ
て
い
っ
た
。

　
「
ケ
ー
キ
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
も
っ

と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
も
勉
強
し
た

い
」
と
21
歳
の
と
き
に
東
京
で
の
修

行
を
決
意
。「
自
分
が
本
物
と
思
う

人
か
ら
学
び
た
い
」
と
有
名
パ
テ
ィ

シ
エ
の
店
に
直
接
電
話
を
す
る
な

ど
、
積
極
的
に
自
分
が
働
き
た
い
と

思
う
店
を
探
し
た
。

　
「
接
客
も
レ
シ
ピ
も
金
沢
と
は
求

め
ら
れ
る
レ
ベ
ル
が
違
っ
た
」

　

就
職
が
決
ま
っ
た
中
野
さ
ん
は
、

パ
テ
ィ
シ
エ
の
厳
し
い
世
界
を
痛
感

す
る
。
師
匠
と
な
っ
た
パ
テ
ィ
シ
エ

か
ら
は
「
次
に
つ
な
が
る
仕
事
を
し

ろ
」
と
厳
し
く
言
わ
れ
た
。「
自
分

で
考
え
て
ケ
ー
キ
を
作
れ
る
よ
う
に

な
る
ま
で
は
レ
シ
ピ
を
写
す
こ
と
も

さ
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
」と
い
う
。

　

厳
し
い
環
境
に
身
を
置
い
て
2

年
、
中
野
さ
ん
は
体
調
を
崩
し
て
一

度
能
登
に
帰
る
こ
と
を
決
め
る
。

　
「
病
気
を
治
し
て
、
も
う
一
度
東

京
に
行
く
つ
も
り
だ
っ
た
」

　

し
か
し
、
療
養
中
に
父
親
が
病
に

倒
れ
、「
父
親
の
た
め
に
」
と
周
囲

の
反
対
を
押
し
切
っ
て
古
里
で
の
開

業
を
決
意
し
た
。

　

中
野
さ
ん
は
小
さ
な
店
を
一
人
で

切
り
盛
り
し
、
寝
る
間
を
惜
し
ん
で

仕
事
を
し
た
。
疲
れ
果
て
、
肉
体
的

に
も
精
神
的
に
も
限
界
を
感
じ
た
時

期
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

そ
れ
で
も
「
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て

初
め
て
、
店
を
持
つ
大
変
さ
と
自
分

の
甘
さ
を
知
っ
た
」
と
常
に
前
を
見

続
け
た
。
そ
し
て
「
自
分
が
良
く
な

い
と
思
っ
た
も
の
は
絶
対
に
出
さ
な
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PROFILE
なかの・ひろと
1980 年能登町松波生まれ。飯田高校卒業
後、大阪の辻製菓専門学校で洋菓子作りを
学ぶ。金沢、東京の洋菓子店で修行し
2005 年 3月、恋路地内に「なかの洋菓子店」
をオープン。松波在住、28 歳。

常連のお客さんに新作ケーキの
説明をする中野さん。作業中で
手が離せないとき以外は、でき
るだけお店に出てお客さんと話
をするようにしている。

「ケーキは人を幸せにできる」

パティシエ

中野洋人さん

ー Vol.32 ー

い
」
と
い
う
思
い
で
、
試
行
錯
誤
す

る
日
々
を
送
っ
て
き
た
。

　
「
何
度
も
足
を
運
ん
で
く
れ
る
地

元
の
人
や
、
遠
く
か
ら
買
い
に
来
て

く
れ
る
人
も
い
て
く
れ
て
、
本
当
に

あ
り
が
た
い
。
ケ
ー
キ
を
作
る
の
は

自
分
だ
が
『
な
か
の
洋
菓
子
店
』
は

み
ん
な
に
育
て
て
も
ら
っ
て
い
る
」

と
話
す
中
野
さ
ん
。

　

そ
の
手
か
ら
生
ま
れ
る
ケ
ー
キ
に

は
、
職
人
と
し
て
の
こ
だ
わ
り
と
、

前
向
き
で
明
る
い
中
野
さ
ん
の
人
間

と
し
て
の
魅
力
も
詰
ま
っ
て
い
る
。
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消
防
長
官
表
彰

退
職
消
防
団
員
報
償

中
瀬
晴
夫（
元
分
団
長
）

浅
田
正
之（
元
分
団
長
）

徳
田　

啓（
元
副
分
団
長
）

山
岸
良
治（
元
団
員
）

下
畠
宏
信（
元
団
員
）

川
端　

淳（
元
団
員
）

（
故
）瀧
崎
好
雄（
元
団
員
）

石
川
県
知
事
表
彰

功
労
章

奥
成
壯
三
郎（
小
木
・
分
団
長
）

永
年
勤
続
功
労
章

廣
瀬
英
人（
小
木
・
班
長
）

井
畠
網
臣（
神
野
・
班
長
）

坂
口　

衛（
白
丸
・
班
長
） 

 

吉
鎌
浩
一（
柳
田
・
班
長
）

瀧
上　

繁（
上
町
・
班
長
） 

 

天
幸
治
嘉（
三
波
・
班
長
） 

 

山
﨑
卓
男（
秋
吉
・
班
長
） 

 

國
谷
修
一（
高
倉
・
団
員
） 

 

秋
脇　

元（
高
倉
・
団
員
） 

 

宮
口　

司（
岩
井
戸
・
団
員
） 

 

堤　
　

裕（
岩
井
戸
・
団
員
）

棚
田　

郁（
岩
井
戸
・
団
員
） 

 

猪
子
一
弥（
三
波
・
団
員
） 
 

久
保
田
利
孝（
秋
吉
・
団
員
）

退
職
消
防
団
員
報
償

畑
中
信
幸（
元
団
員
）

鳥
毛
将
美（
元
団
員
）

影
田
久
博（
元
団
員
）

能
登
町
長
表
彰

功
労
章

天
幸
治
嘉（
三
波
・
班
長
）

山
田
久
就（
三
波
・
班
長
）

山
谷
聡
司（
三
波
・
団
員
）

竹
下
浩
市（
三
波
・
団
員
）

田
邊
直
樹（
三
波
・
団
員
）

時
長
弘
志（
三
波
・
団
員
）

消
防
職
員
の
部

川
本
京
介（
消
防
副
士
長
）

永
年
勤
続
功
労
章

舩
本
隆
司（
宇
出
津
第
一
・
班
長
）

濱
谷
貴
之（
宇
出
津
第
一
・
班
長
）

舟
元
俊
朗（
白
丸
・
班
長
）

谷
内
博
則（
山
田
・
班
長
）

小
林
幸
次（
山
田
・
班
長
）

濱
口
雅
行（
高
倉
・
団
員
）

西
田　

剛（
高
倉
・
団
員
）

新
谷
伸
一（
小
木
・
団
員
）

南
山
正
樹（
小
木
・
団
員
）

新
出
崇
人（
小
木
・
団
員
）

小
田
浩
太
郎（
宇
出
津
第
一
・
団
員
）

小
坂
広
一（
松
波
・
団
員
）

垣
口
孝
明（
上
町
・
団
員
）

中
前
正
俊（
宇
出
津
第
二
・
団
員
）

畑
下
大
吾（
秋
吉
・
団
員
）

優
良
団
員
表
彰

西　

元
昭（
宇
出
津
第
二
・
班
長
）

新
村
正
人（
小
木
・
団
員
）

河
本
光
徳（
小
間
生
・
団
員
）

大
町　

実（
神
野
・
団
員
）

加
藤
正
浩（
松
波
・
団
員
）

大
町　

学（
山
田
・
団
員
）

森
本
順
二（
山
田
・
団
員
）

岡
平
和
彦（
柳
田
・
団
員
）

瀬
戸　

悟（
柳
田
・
団
員
）

山
下
達
也（
柳
田
・
団
員
）

吉
田
義
法（
不
動
寺
・
団
員
）

久
田
貴
之（
宇
出
津
第
二
・
団
員
）

木
下
雄
貴（
秋
吉
・
団
員
）

青
木
岳
晴（
鵜
川
・
団
員
）

七
波
正
春（
鵜
川
・
団
員
）

槻　

繁
治（
鵜
川
・
団
員
）

竹
内
満
寿
夫（
鵜
川
・
団
員
）

平
成
21
年

消
防
団
出
初
式

表
彰
者　
※
敬
称
略

退
職
団
員
感
謝
状

山
岸
信
夫（
元
分
団
長
）

田
端
秀
雄（
元
部
長
）

消
防
団
員
雇
用
事
業
所
感
謝
状

㈱
角
田
商
店

代
表
取
締
役
社
長　

角
田
芳
久

柳
瀬
建
築　

代
表　

柳
瀬
隆
憲

三
杉
運
送
㈱

代
表
取
締
役
社
長　
　

山
孝
昭

消
防
団
長
表
彰

精
勤
章

上
田
尚
憲（
小
間
生
・
団
員
）

井
口
豊
勝（
松
波
・
団
員
）

牧
野
智
和（
松
波
・
団
員
）

濱
畠
和
昭（
白
丸
・
団
員
）

干
場　

努（
上
町
・
団
員
）

新
谷　

篤（
上
町
・
団
員
）

須
磨
照
秋（
上
町
・
団
員
）

中
村　

昇（
三
波
・
団
員
）

平
成
20
年
入
団
者（
16
人
）

嵐　

友
宏（
高
倉
・
団
員
）

森
本
裕
次
郎（
高
倉
・
団
員
）

上
見
正
人（
小
木
・
団
員
）

和
田
祐
一（
小
木
・
団
員
）

芳
野
瑛
司（
小
木
・
団
員
）

高
木
功
次
郎（
宇
出
津
第
一
・
団
員
）

玉
地
大
輔（
宇
出
津
第
一
・
団
員
）

徳
田
啓
一（
岩
井
戸
・
団
員
）

向
峠　

昂（
岩
井
戸
・
団
員
）

紺
谷
康
洋（
岩
井
戸
・
団
員
）

宮
下　

守（
山
田
・
団
員
）

石
渕
浩
司（
山
田
・
団
員
）

大
畠　

徹（
山
田
・
団
員
）

横
井
裕
貴（
秋
吉
・
団
員
）

鳴
瀬
健
司（
秋
吉
・
団
員
）

出
村
喜
一（
宇
出
津
第
二
・
団
員
）

TAX所得税
・
町
県
民
税

申
告
は
お
早
め
に
平
成
20
年
分
所
得
税
、
平
成
21
年
度
町
県
民
税
の
申
告
受
け
付

け
は
２
月
16
日
㈪
か
ら
３
月
16
日
㈪
ま
で
で
す
。

申
告
に
必
要
な
書
類
を
そ
ろ
え
、
期
限
内
に
申
告
で
き
る
よ
う
に
準

備
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　

問
税
務
課
☎
62
ー
８
５
０
５

◆
町
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
１
月
１
日
現
在
で
、
能

登
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
20 

歳
以
上
の
人
に
申
告
書
が
配
布
さ
れ

ま
す
。
申
告
は
国
民
健
康
保
険
税
と

介
護
保
険
料
、
長
寿
（
後
期
高
齢
）

医
療
保
険
料
な
ど
の
申
告
も
兼
ね
て

い
ま
す
。

　

申
告
を
し
な
か
っ
た
場
合
、
軽
減

措
置
が
受
け
ら
れ
な
い
な
ど
の
不
利

益
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

昨
年
収
入
が
な
か
っ
た
人
も
必
ず
申

告
し
ま
し
ょ
う
。

※
申
告
期
間
中
は
大
変
混
雑
し
、
長

時
間
お
待
た
せ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
越

し
く
だ
さ
い
。

申告に必要なもの

申告会場へ行く前に忘
れ物がないかチェック

しましょう！

□印かん（認め印）

□配布された町県民
税申告書（税務署か

ら確定申告書が

　送付された方はその
申告書も）

□平成 20 年中の収入
の分かる書類（給与・

報酬・賃金・

　年金のある人は源
泉徴収票。なくした

人は再発行して

　もらいましょう）

□生命保険料・地震
保険料控除などを受

ける人は控除証

　明書

□国民年金保険料な
どを申告する人は納

付額の証明書ま

　たは領収書

□障害者控除を受け
る人は障害者手帳・

療養手帳など確

　認できるもの

□医療費控除を受け
る人は医療費の領収

書、補てんされ

　る金額の明細書

□住宅借入金等特別控
除を受ける人はその必

要書類

□所得税の還付を受
ける人は本人名義の

金融機関名、口

　座番号がわかるもの

日 月 火 水 木 金 土
2/16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

3/1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16

申告受付スケジュール

※年金説明会　2月 4 日㈬　   能都庁舎 4階ホール　① 9:30 ～、② 13:30 ～
※税務署相談　2月 20 日㈮　能都庁舎 4階ホール　9:30 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00

【高倉地区】
高倉出張所
9:30 ～ 16:00

【神野地区】
神野公民館
9:30 ～ 16:00

【瑞穂地区】
瑞穂公民館
9:30 ～ 16:00

【鵜川地区】
鵜川支所
9:30 ～ 16:00

【白丸地区】
9:30 ～ 16:00
白丸公民館

【不動寺地区】
9:30 ～ 16:00
不動寺公民館

【全地区】能都庁舎 2階ロビー
2月 16 日～ 3月 16 日（9:00 ～ 16:00）

※税務署相談
能都庁舎 4階
9:30 ～ 16:00

休日受付
9:00 ～ 16:00
能都庁舎 2階

休日受付
9:00 ～ 16:00
能都庁舎 2階

休日受付
9:00 ～ 16:00
能都庁舎 2階

【小木地区】小木支所 2月 16 日～ 2月 27 日（9:00 ～ 16:00）

【柳田地区】柳田庁舎 1階会議室
3月 2日～ 3月 16 日（9:00 ～ 16:00）

【内浦地区】内浦庁舎 3階第 1会議室
3月 2日～ 3月 16 日（9:00 ～ 16:00）

電子証明書の取得方法
〈受付窓口〉町民課、能都・柳田サービス室
〈手続き方法〉
①住民基本台帳カード（住基カード）を申請する
　（交付までに 10日程度かかります）
【必要書類】・本人確認書類（運転免許証、パスポート、保険
証など）・顔写真（縦 4.5 ㌢×横 3.5 ㌢、住基カードに顔写
真付を希望される人のみ）・印かん・手数料  500 円

※暗証番号の入力が必要なため、交付の際は必ず本人が来庁
　してください。
②電子証明書を取得する　　　
【必要書類】・顔写真付本人確認書類（写真なし住基カードを
お持ちの場合）・手数料  500 円
※パスワードの入力が必要なため、取得の際は必ず本人が来
　庁してください。
詳しくは、町民課（☎ 72-2501）までお問い合わせください。

（電子申告）を始めるには、電子証明書が必要です。



町
職
員
の

給
与
等
の

あ
ら
ま
し

町職員の給与は、人事院勧告に基づいて行われる国家公務員の給与に
準じて条例案が作られ、町議会の議決を経て支給されています。
　行政の透明性を確保し、町民の皆さんに一層のご理解をいただく

ため、職員に支給している給与等のあらましをお知らせします。
　平成 20 年度は、昨年度に引き続き高齢職員（行政職 55 歳以上等）の昇給
停止および給与の減額（△ 2％～△ 6％）を行うとともに賞与についても一般
職△ 20％・特別職△ 50％の減額を行っています。

１．人件費の状況（普通会計決算）

区分
住民基本台帳人口
（19 年度末）

歳出額Ａ 実質収支 人件費Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

18 年度の
人件費率

19 年度 22,181 人 14,255,017 千円 209,223 千円 2,468,304 千円 17.3％ 16.8％

２．職員給与費の状況（普通会計決算）

区分
職員数
Ａ

給与費（職員手当には退職手当を含まない） 一人当たり給与費
Ｂ／Ａ給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

19 年度 353 人 1,218,770 千円 102,076 千円 407,257 千円 1,728,103 千円 4,895 千円

３．職員の初任給の状況（20年 4月 1日現在）

区分
初任給月額

能登町 石川県 国

一般行政職
大  学  卒 172,200 円 172,200 円 172,200 円

高  校  卒 140,100 円 140,100 円 140,100 円

技能労務職 高  校  卒 137,200 円 ー ー

５．一般行政職の級別職員数の状況（20年 4月 1日現在）
区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級

職　名
主事
技師

主事
技師

主幹
係長
主査

課長補佐
主幹

課長
課参事

課長

職員数 24 人 33 人 88 人 60 人 14 人 16 人

構成比 10.2％ 14.0％ 37.5％ 25.5％ 6.0％ 6.8％

（注）能登町職員の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数

６－①期末・勤勉手当（20年度）
区分 能登町 国

支
給
率

期末手当 2.40 月分 3.00 月分

勤勉手当 1.20 月分 1.50 月分

計 3.60 月分（20％減額） 4.50 月分

加算措置 職制上の段階、職務の級などによる

６－②退職手当
区分 自己都合 勧奨定年

支
給
率

勤続 20 年 23.50 月分 30.55 月分

勤続 25 年 33.50 月分 41.34 月分

勤続 35 年 47.50 月分 59.28 月分

最高限度 59.28 月分 59.28 月分

平均支給額 18,978 千円

加算措置 定年前早期退職の場合 2～ 20％加算

６－③扶養・住居・通勤手当　国の基準と同じ

６－④時間外勤務手当（普通会計）

19 年度
支 給 総 額 15,032 千円

職員 1 人当たり支給年額 43 千円

６－⑤特殊勤務手当（18年度）

区分 全職種

職員全体に占める手当支給職員の割合 23.0％

支給対象職員 1人当たり平均支給年額 58,148 円

手当の種類（手当数） 7種類

７．特別職の報酬等の状況（19年度）

区分 月額 期末手当

給料
町　長
副町長

820,000 円
590,000 円

6 月期　0.80 月
12 月期　0.85 月

計　1.65 月
（50％減額）

報酬
議　長
副議長
議　員

275,000 円
245,000 円
225,000 円

6 月期　1.28 月
12 月期　1.36 月

計　2.64 月
（20％減額）

（注）特別職の報酬などの金額は、学識経験者などで構成される
特別報酬等審議会の答申に基づき、条例で定められています。

８．給与水準（ラスパイレス指数※）

区分 18 年度 19 年度

能登町 88.8 89.0

県内町 87.4 87.4

全国町村 93.5 93.9

９．部門別職員数の状況（4月 1日現在）

区分
職員数

前年比
19 年度 20 年度

一般行政

議会
総務
税務
労働
農林水産
商工
土木
民生
衛生

4
84
19
2
26
12
17
98
36

4
83
18
2
25
11
16
79
33

0
△ 1
△ 1
0

△ 1
△ 1
△ 1
△ 19
△ 3

小計 298 271 △ 27
特別行政 教育 44 37 △ 7

公営企業
等会計

病院
水道
下水道
その他

163
15
9
18

152
12
8
23

△ 11
△ 3
△ 1
5

小計 205 195 △ 10

合計 547 503 △ 44

１０．定員適正化計画

①適正な定員管理
　徹底したスクラップ・アンド・ビルドにより、総数の増
加を極力抑制するなかで、政策の変化や業務量の変化に応
じた職員の適正配置に努めています。
　「定員適正化計画」による計画では、10 年間で 140 人を
削減する目標を掲げています。

※国を 100 としたもの

４．職員の平均給料月額および平均給与月額の状況（20年 4月 1日現在）

区　分

能登町 国

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 44.8 歳 318,342 円 345,702 円 41.1 歳 325,113 円 387,506 円

技能労務職 50.9 歳 256,402 円 274,968 円 48.9 歳 284,679 円 320,623 円

６．職員手当の状況

②採用・退職の状況

区分
18 年度
（人）

19 年度
（人）

20 年度
（人）

前年度
退職者等

行政職等 12 27 41
医療職 6 12 12

新　規
採用等

行政職等 5 11 0
医療職 6 5 9

年度当初職員数 570 547 503
前年比 △ 7 △ 23 △ 44

142009.2  № 4815



　3年間にわたる漁業研修・実習を終えたインドネシア実習生

の修了証書授与式が１月 9日に県漁業協同組合小木支所で行わ

れました。式には実習生のほか船主や関係者ら約 100 人が出

席しました。実習生の受け入れは国際貢献と相手国の漁業技術

の向上を目的に、平成 14年度から行われています。

　修了証書を手渡した持木町長は「学んだ技術と知識を母国で

活用して漁業の振興につなげてください」と話し、これを受け

て実習生代表のジュリアナさんが「日本で得た誇りを持ってイ

ンドネシアに帰ります」と力強くあいさつしました。

能登の海で培った技術を母国へ
インドネシア漁業実習生修了証書授与式 炎と水しぶきの中、迫力ある太鼓を打ち鳴らす

彌榮太鼓初打ち奉納

　１月７日午前０時、宇出津の八坂神社で彌榮太鼓保存会によ

る初打ち奉納が行われ、見物客ら約 100 人が集まりました。

　あばれ祭と共に受け継がれ、町の無形民俗文化財にも指定さ

れている彌榮太鼓。昭和 47年に保存会が結成され、今年で 37

年目を迎えました。現在 20人の会員が所属し、保存継承活動

を続けています。神事を終えた保存会長の本谷順一さんが「良

い年になりますよう願いを込めて奉納いたします」とあいさつ

したあと、会員らは境内に作られた特設舞台で気迫の込もった

バチさばきを披露し、訪れた観客を魅了していました。

神恩感謝 所願達成 闇に轟く音

代表して持木町長から修了証書を受け取るジャリ・スクラさん

1 月

Event  of  Town

持参した募金を手渡す滝野くんと野村さん

みんなの気持ちも募金に添えて
宇出津小学校・赤い羽根共同募金

　誰もが幸せに暮らせるようみんなで協力し、学び合う活動と

して、多くのボランティアに支えられている赤い羽根共同募金

の街頭活動。宇出津小学校児童会では、町社会福祉協議会の呼

びかけに応え、運営委員長の高田早記さん（６年）をはじめと

する代表児童 12人が、放課後などの時間を利用して校内や町

内各所での募金活動を行いました。

　12月 24日、集められた大切な募金を福祉に役立ててもらお

うと滝野歩くん（６年）と野村彩乃さん（５年）が社会福祉協

議会能都支所を訪れ、支所長の坂本保子さんに手渡しました。

　女性のみで組織され、さまざまな分野で奉仕活動を行う団体

「国際ソロプチミスト輪島」の会員５人が、12月 18 日に柳田

小学校と宇出津小学校を訪れ図書カードを寄贈しました。会員

らは 10 月 16 日に能登町で開催された大相撲能登場所で元気

市に出店。その収益金の一部をぜひ子どもたちの学習に役立て

てほしいという願いから今回の贈呈式が行われました。

　各小学校長に目録を手渡した曽又由紀子会長は「図書はすべ

てのものにつながります。子どもたちにたくさんの素晴らしい

本を読んでもらいたいですね」と話していました。

元気市から元気な子どもたちへ
国際ソロプチミスト輪島・図書カード贈呈式

　全国的にも例をみない枯
かれさんすい

山水で知られる県指定史跡松波城跡

庭園跡で 12月 20日、発掘調査現地説明会が行われ約 50人が

参加しました。町教育委員会は、平成 19年度からその構造や

表現方法など詳細について調査を行ってきました。

　15世紀後半から 16世紀前半（戦国時代）に作られた可能性が

高いこの枯山水は全長約７㍍。湧き水を渦巻き状で示し、湧き

出た水の流れは平らな石を縦に並べて、その大小や傾きで水の

強弱を表現しています。町は平成 21年度も引き続いて調査を

行い、庭園跡の全容解明を進めていきます。

新出直典学芸員による池状遺構の解説に耳を傾ける参加者

流水を表す繊細な手法が魅せる
松波城跡庭園跡発掘調査現地説明会

団員は一人ずつ研修で体験したことを発表しました

中学生海外研修報告会

　昨年７月 30日から８月８日にかけて実施された中学生海外

研修の報告会が 12 月 17 日、能都庁舎で行われました。報告

会にはオーストラリアで研修をしてきた派遣団員 15人と、保

護者や関係者など合わせて 40人が参加しました。

　この研修は広い視野と実践力を備えた人材を育成することを

目的に毎年行われているものです。参加した団員たちは「ホー

ムステイを通して何事にも挑戦できた」「英語力が上がった」

など、自分が得たことについて発表するとともに、貴重な経験

ができたことに感謝の言葉を述べていました。

オーストラリアの地で学んだ事

浅見柳田小学校長へ目録を手渡す曽又会長

　全国を飛び回り、古里の魅力を再発見するNHKのテレビ番組「金とく出前コ

ンサート」の公開録画が１月 15日に行われました。会場の能都庁舎には、観覧

希望応募総数 1.456 通の中から選ばれた 270 人の観客が詰めかけました。

　このコンサートは能登半島地震からの復興を願い、歌手の小林幸子さんと堀

内孝雄さんの歌声で能登町を元気づけようと実現したものです。初めに堀内さ

んが代表曲「恋唄綴り」を歌いながら登場し観客席へ降りていくと、大きな歓

声と拍手に包まれました。続いて、会場後方から突然小林さんが登場。大ヒッ

ト曲の「もしかして」「おもいで酒」などを披露しました。観客らはそれぞれの

思いを胸に、心ゆくまで豪華な共演を堪能していました。

金とく出前コンサート公開録画

復興願い能登町を応援する歌声
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▼ リクエストコーナーで
は角田満壽子さん（宇出
津）と金七聖子さん（松波）
の二人もアシスタントと
して参加！
　気になる放送日は 2 月
20 日㈮午後 8時から

▼「能登町の皆さんから逆
に元気をいただきました」
と語った小林幸子さん



まちからのお知らせ＆ニュース
INFORMATIONINFORMATION

まちからのお知らせ＆ニュース

能都庁舎
　総務課☎62-8510
　企画財政課☎62-8503
　税務課☎62-8505
　　収納対策室☎62-8506
　会計課☎62-8509
　監理課☎62-8504
    環境対策課☎62-8507
　　能都サービス室☎62-8500

柳田庁舎
　広報情報推進課☎76-8301
　建設課☎76-8304
　農林水産課☎76-8302
　　農業委員会☎76-8303
　　柳田サービス室☎76-8300
議会庁舎
　議会事務局☎76-8310

内浦庁舎
　健康福祉課
　　（児童保育）☎72-2512
　　（医療介護）☎72-2502
　　（福祉庶務）☎72-2503
　　（健康推進）☎72-2504
　　（包括支援）☎72-2513
　商工観光課☎72-2505
　　海洋深層水対策室☎72-2506

　学校教育課☎72-2509
　生涯学習課☎72-2510
　水道課☎72-2508　
　下水道課☎72-2507
　町民課☎72-2501
　　内浦サービス室☎72-2500

【能登町役場代表番号】
　☎62-1000　℻62-4506

町有物品の売却お知らせ

能登町長選挙選挙障害者控除対象者認定書お知らせ

町営住宅入居者募集募集

喫茶営業者募集募集

消防関係お知らせ

２月の納期税金

固定資産（都市計画）税第4期、国民健康保険
税第8期は3月2日㈪までに納付しましょう。

問税務課☎ 62-8505

　購入を希望する人は、物品公開会場、町ホームペー
ジ、各庁舎サービス室、各支所・出張所の窓口で物品
台帳をご覧のうえ、所定の入札書により総務課行財政
改革室まで申し込みください。
　なお、公開期間中に奥能登クリーンセンターで物品
（一部を除く）の確認ができます。
〈入札期間〉2 月 16 日㈪～ 27日㈮　9:00 ～ 17:00
〈物品公開会場〉  
    奥能登クリーンセンター
    展示ホール（上町）

〈公開期間〉2 月 16 日㈪～ 21日㈯
〈対象〉・町内に住民登録または外国人登録している人
　　　・町内に事業所を有する法人
〈入札書提出場所〉総務課 行財政改革室
　　　　（本人持参または書留郵便可※当日消印有効）
※必ず物品公開会場で物品の確認をお願いします。

町の物品を入札により売却します

問総務課 行財政改革室  ☎ 62-8510

　    〈投票日〉平成 21年 3月 29日㈰
　    〈告示日〉平成 21年 3月 24日㈫　

　■立候補予定者説明会

　　             〈日時〉2 月 27日㈮ 13:30 
　　          〈場所〉能都庁舎３階研修室

平成 21年３月29日町長選挙執行予定
立候補予定者説明会を開催します

問選挙管理委員会（総務課内）  ☎ 62-8510

　要介護認定を受けている 65歳以上の人で、一定の
基準に該当する場合は、障害者手帳などの交付を受け
ていなくても所得税・町県民税の障害者控除を受ける
ことができます。本人または家族からの申請により交
付する「障害者控除対象者認定書」が必要です。基準
該当の可否は健康福祉課までお問い合わせください。
〈受付窓口〉健康福祉課、能都・柳田サービス室
〈申請者〉本人または家族に限る
〈必要なもの〉印かん、手数料 300 円

本人または家族からの申請で障害者控除
（特別障害者控除）対象者認定書を交付

問健康福祉課  ☎ 72-2502

　入居資格、家賃などについてはお問い合わせください。
〈募集期間〉2 月 2日㈪～ 13日㈮
〈対象住宅〉　　　　　　　　　

城野住宅・九十九団地の入居者を募集
最新情報は町ホームページ・文字放送で

問建設課  ☎ 76-8304

能登町女性防火クラブ連合会に震災対策
資機材としてチェーンソーを配備

　宝くじ助成事業により、チェー
ンソー５台、エンジンカッター
１台が町女性防火クラブ連合会
に配備されました。震災による

倒壊家屋での人命捜索や救出に活用することができま
す。能登半島地震の教訓を生かせるよう、防災訓練を
はじめとする訓練などで活用されます。

【住宅用火災警報器の設置率調査のお願い】
　町内の設置率を回覧文書にて調査します。全世帯を
　対象としますのでご協力をお願いします。

第17回奥能登広域圏統一防火標語で
谷口翔太さん（小木中

３年 ）が最優秀賞を受賞
問能登消防署☎ 62-0492

　奥能登４市町、応募総数 619 点の中から選ばれた
優秀作品の表彰伝達式が 12 月 25 日、内浦庁舎で行
われました。児童・生徒たちに賞状を手渡した田下教
育長は「皆さんの思いが伝わり、火災を出さないこと、
住宅用火災警報器の普及にもつながります」とお祝い
の言葉を贈りました。
　最優秀賞の谷口さんは「テレビコマーシャルからこ
の作品を思いつきました。家にも警報器はついてます。
最優秀になって良かったです」と話していました。
■防火標語の部
　　 　〈最優秀賞〉
　　 　　「備えよう 防火の心と 警報器」
　　 　　　小木中学校３年　谷口翔太
　
 　 　 〈佳　　作〉
　　 　　「警報器 家族を守る 見張り番」
　　 　　　小木中学校２年　広瀬佳香

　　 　■防火書道の部（応募総数 407 点）
　　 　〈佳　　作〉  宇出津小学校４年　
　　 　　　　　　　　　　　橋本丈明

　「町民サロン」を貸し出しします。詳細については
監理課までお問い合わせください。
〈申込期限〉2 月 20 日㈮ 15:00 まで

能都庁舎６階の「町民サロン」で
喫茶を営業してみませんか

問監理課  ☎ 62-8504

石川県広報コンクールニュース

「広報のと」が３年連続３部門で最優秀賞
全国広報コンクールへの出品が決定！

問広報情報推進課  ☎ 76-8301

　平成 21年石川県広報コンクールの
結果が 1月 21 日に発表され、「広報
のと」が 3年連続で広報紙部門・１
枚写真部門・組み写真部門の全 3部
門で最優秀賞に選ばれました。

在宅長寿祝金贈呈ニュース

１月４日に満百歳を迎えた桑名貞子さん
長寿を祝おうと持木町長が自宅を訪問

　明治 42年生まれの桑名貞子さん（宇出津）は、長年に

わたって教員を勤め、県内初の女性校長に就任。退職後は

婦人会長や民生委員を歴任するなど、地域のボランティア

活動を積極的に行ってきました。

　現在家族との 3人暮らしで、週３回デイサービスを利

用しているという桑名さん。持木町長からお祝いと花束を

受け取り、一緒に過ごしている家族と記念すべき 100 回

目の誕生日の喜びをかみしめていました。

▲支えてくれる家族と記念撮影

人権擁護委員委嘱ニュース

　町の人権擁護委員７人のうち、髙山一夫さん（瑞穂）
と関本昌夫さん（宇出津）の二人が 1月 1日付けで
法務大臣から委嘱されました。任期は平成 23 年 12
月 31 日までの 3年間です。

人権擁護委員二人が再任されました

問町民課  ☎ 72-2501

①城野住宅
　2DK1戸（宇出津）

②九十九団地
　3K  1戸（小木）
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捨てればごみ、分ければ資源。

～Vol② 「ごみ」ではなく「資源」という意識を～

紙の箱は「その他紙」へ

環
境
問
題
の
む
こ
う
が
わ

　

大
量
生
産
・
大
量
消
費
と
い
う
豊

か
な
暮
ら
し
の
中
で
、
わ
た
し
た
ち

は
地
球
上
の
限
り
あ
る
資
源
を
浪
費

し
続
け
て
い
ま
す
。
今
や
生
活
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
資
源
の
枯
渇

が
懸
念
さ
れ
、
大
量
廃
棄
に
よ
る
環

境
汚
染
な
ど
新
た
な
問
題
も
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
の
二
酸

化
炭
素
削
減
な
ど
も
叫
ば
れ
る
中
、

未
来
の
地
球
環
境
を
守
る
た
め
に
も

「
ご
み
は
捨
て
る
も
の
」
で
は
な
く

「
大
切
な
資
源
」
と
し
て
扱
う
循
環

型
社
会
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
、
今

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

合
言
葉
は
ス
リ
ー
ア
ー
ル

　

循
環
型
社
会
を
作
り
出
す
た
め
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
３

ス
リ
ー

Rアー
ル」。

３
Ｒ
と

は
次
の
三
つ
の
頭
文
字
か
ら
と
っ
た

も
の
で
す
。

①Reduce

（
リ
デ
ュ
ー
ス

：

減
ら
す
）

②Reuse    （
リ
ユ
ー
ス

：

再
使
用
）

③Recycle （
リ
サ
イ
ク
ル

：

再
資
源
化
）

　

そ
し
て
、
大
切
な
の
は
そ
の
順
番

で
す
。「
ま
ず
、
資
源
の
消
費
を
減

ら
す
こ
と
か
ら
始
め
て
①（
リ

デ
ュ
ー
ス
）、
次
に
使
え
る
も
の
は

何
回
も
繰
り
返
し
使
い
②（
リ
ユ
ー

ス
）、
最
後
に
使
え
な
く
な
っ
た
ら

原
材
料
と
し
て
再
生
利
用
す
る
③

（
リ
サ
イ
ク
ル
）」
と
い
う
サ
イ
ク
ル

が
重
要
な
の
で
す
。

　

分
別
の
ル
ー
ル
を
無
視
し
て
な
ん

で
も
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
に
す
る
と
、
大
切

な
「
資
源
」
で
は
な
く
単
な
る
「
ご

み
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ

で
「
び
ん
」「
紙
類
」
の
分
別
方
法

に
つ
い
て
も
う
一
度
確
認
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

■
び
ん
の
分
別

　

飲
料
・
食
品
用
の
空
き
び
ん
は
３

色
（
無
色
透
明
・
茶
色
・
そ
の
他
の

色
）に
色
分
け
し
、そ
れ
ぞ
れ
を
別
々

の
袋
に
入
れ
て
出
し
ま
す
。
こ
の
あ

と
袋
は
一
つ
に
ま
と
め
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　

び
ん
は
細
か
く
砕
か
れ
て
再
生
び

ん
の
材
料
（
＝
カ
レ
ッ
ト
）
と
し
て

使
わ
れ
ま
す
。
現
在
で
は
カ
レ
ッ
ト

が
び
ん
の
原
料
の
約
90
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
び
ん
の
色
が
混
ざ
る
と
再

利
用
し
に
く
い
た
め
、
色
分
け
が
必

要
な
の
で
す
。

　

袋
は
中
身
が
見
え
る
透
明
か
半
透

明
の
も
の
を
使
い
ま
す
。
収
集
時
に

中
身
が
確
認
で
き
な
い
袋
な
ど
は
使

用
禁
止
で
す
。

■
紙
類
の
分
別

　

紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
地
球
環
境
の

保
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。
紙
は
原
料

と
な
る
パ
ル
プ
が
木
か
ら
作
ら
れ
、

そ
の
多
く
が
熱
帯
雨
林
地
帯
の
森
林

か
ら
伐
採
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

現
在
進
行
し
て
い
る
森
林
激
減
の
要

因
の
一
つ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
が
紙
の
分
別
を
す
る

こ
と
が
、
世
界
中
の
森
林
を
守
る
こ

と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

ま
ず
紙
類
を
出
す
と
き
は
「
ダ
ン

ボ
ー
ル
」「
新
聞
」「
紙
パ
ッ
ク
」「
そ

の
他
紙
」
の
４
つ
に
分
け
ま
す
。

　
「
そ
の
他
紙
」
に
は
雑
誌
や
チ
ラ

シ
だ
け
で
な
く
、包
装
紙
や
お
菓
子
・

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
空
き
箱
、
封
筒

な
ど
も
含
ま
れ
ま

す
。封
筒
や
テ
ィ
ッ

シ
ュ
の
箱
な
ど
の

フ
ィ
ル
ム
は
切
り

取
り
、
紙
部
分
だ

け
に
し
て
出
し
ま

し
ょ
う
。

　

紙
製
品
は
つ
い
「
も
や
せ
る
ご
み
」

と
し
て
捨
て
て
し
ま
い
が
ち
で
す

が
、
簡
単
に
分
別
で
き
る
よ
う
に
紙

製
品
を
た
め
る
箱
を
準
備
し
て
お
く

な
ど
の
工
夫
を
し
て
、
紙
類
の
分
別

収
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
ま
た
収

集
日
に
出
す
と
き
は
ひ
も
で
十
字
に

縛
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
テ
ー

プ
止
め
不
可
）　

【入札結果】12月16日～1月15日
入札結果の掲載は、契約金額 500 万円以上が対象となります。詳しい入札結果（全件）
は町ホームページに随時掲載しています。 　　　　　　　　　　問監理課☎62-8504

件　名 場所 担当課 契約額（税込） 落札者

町道宮地山田1号線　道路改良工事（舗装工） 宮地 建設課 6,090,000円 島屋建設㈱

移動通信用鉄塔施設整備事業　太田原局施設基礎工事 太田原 広報情報
推進課 6,615,000円 ㈲松木産業

移動通信用鉄塔施設整備事業　上当目局施設基礎工事 当目 広報情報
推進課 6,562,500円 ㈲渡瀬建設

移動通信用鉄塔施設整備事業　当目局施設基礎工事 当目 広報情報
推進課 5,229,000円 ㈲宮口建設

公立宇出津総合病院空調設備更新・院内改修設計業務 宇出津 病院 10,500,000円 ㈱浦建築研究所

新
し
い
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
試
み

「
鉢
伏
山
の
ブ
ナ
林
散
策
」

①
能
登
人
と
過
ご
す
「
能
登
時
間
」

　

昨
年
行
わ
れ
た
「
能
登
ふ
る
さ
と

博
」
の
一
貫
と
し
て
、
能
登
人
と
過

ご
す
「
能
登
時
間
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
能
登
町
に
お
い
て
も
、「
鉢
伏

山
の
ブ
ナ
林
散
策
」「
言
葉
さ
が
し

の
旅
」「
大
人
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」

「
猿
鬼
伝
説
を
歩
く
」 「
伝
統
漁
法
た

こ
す
か
し
に
挑
戦
」
の
５
つ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
で
も
注
目
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

一
つ
が
「
鉢
伏
山
の
ブ
ナ
林
散
策
」

で
す
。

②
鉢
伏
山
の
ブ
ナ
林
散
策

　

鉢
伏
山
の
ブ
ナ
林
散
策
は
、
北
河

内
の
坂
下
政
行
さ
ん
が
案
内
人
と
な

り
、 

10
月
11
、
12
日
に
行
わ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
定
員
と
な
る
６
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
石
川
の
森
林
50
選
に
選
ば

れ
て
い
る
鉢
伏
山
の
ブ
ナ
林
の
中
を

散
策
す
る
こ
と
を
メ
イ
ン
に
し
て
い

ま
し
た
。
天
候
に
よ
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
変
更
し
て
実
施
し
ま
し
た
が
「
す

ば
ら
し
く
気
持
ち
良
い
空
間
で
す

ね
」と
い
っ
た
声
が
聞
こ
え
る
な
ど
、

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
と
て
も
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

③
エ
コ
ツ
ア
ー
の
ポ
イ
ン
ト

　

鉢
伏
山
の
ブ
ナ
林
散
策
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
点

に
あ
り
ま
す
。

・
案
内
人　

案
内
人
が
付
き
、
ブ
ナ

林
の
魅
力
や
地
域
と
の
関
わ
り
が
よ

理
解
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

・
人
数
限
定　

人
数
を
6
人
ま
で
に

限
定
し
、
一
人
の
案
内
人
が
し
っ
か

り
案
内
し
た
。

・
有
料　

昼
食
の
弁
当
代
や
保
険
料

も
含
め
て
参
加
費
を
設
定
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
全
て
の
エ
コ
ツ
ア
ー
に

共
通
し
た
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

④
今
後
の
可
能
性

　

鉢
伏
山
の
ブ
ナ
林
散
策
は
そ
の

後
、
羽
咋
市
の
千
里
浜
公
民
館
の
皆

さ
ん
が
体
験
に
訪
れ
た
り
、 「
言
葉

さ
が
し
の
旅
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一

部
と
し
て
も
組
み
込
み
ま
し
た
。 

　

ブ
ナ
林
は
四
季
折
々
に
表
情
が
異

な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
で
散
策
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
す
か

ら
、
今
後
も
年
間
を
通
じ
て
の
エ
コ

ツ
ア
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

観
光
・
旅
行
の
新
し
い
形

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
つ
い
て

考
え
る
12
回
の
シ
リ
ー
ズ

今
回
の
テ
ー
マ
は

表情豊かな鉢伏山のブナ林の中で、気持ち良さそうに昼食を食べる参加者

②
鉢
伏
山
の
ブ
ナ
林
散
策
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　ごみの収集時間は毎回同じとは限り
ません。ごみの量によって時間が前後し
ます。「いつもお昼に来るから大丈夫だ
と思ったら、午前中に収集が終わってい
てごみが出せなかった」という相談があ
りますが、遅出しに対応することはでき
ませんのでご了承ください。

８時30分までに出そう！
ごみは収集日の

空きびん プラスチック製のふたはも
やせるごみ、金属製のもの
は埋め立ごみへ！中はきれ
いにすすぎましょう！

茶色 その他の色無色

【要注意】色分けした袋を、さらにひとつの袋にまとめない！

中身が見えるよう
透明・半透明の袋
に入れて出しま
しょう！



○食祭「珠洲まるかじり」　
　2月 22 日㈰ 10:00 ～ 15:00
〈見所〉飯田町商店街には、能登杜氏の新酒
飲み比べコーナー、カニ鍋や団子汁の大鍋
コーナーが設けられるほか、大浜大豆などの
特産品を販売するテントが並びます。

○第 19回能登門前「そばの市」
　3月1日㈰　10:00 ～ 15:00
〈見所〉山いも（自然薯）をつなぎとしてふ
んだんに使った「門前そば」をお召し上がり
ください。ほかにも多彩なイベントが開催さ
れます。お楽しみに！
問そばの市実行委員会☎ 0768-42-1111

○穴水まいもんまつり冬の陣
　かきまつり開催中！
〈見所〉かき料理フルコースが 15 店舗、統
一メニュー、統一価格 3,990 円（税込み）
で味わえます（要予約）。3月 31日まで。
問穴水まいもんまつり実行委員会
　☎ 0768-52-0300

能登町からは「能登海洋深層水施設」を紹介。

珠
洲
市

輪
島
市

穴
水
町

中
央
図
書
館 （
宇
出
津
公
民
館
内
）

　
　
　

☎
62
ー
３
４
５
８

能登町ラージボール卓球ランク別大会
〈日時〉2 月 15 日㈰ 8:00
〈場所〉能都体育館
〈対象〉能登町内在住または在勤する
一般社会人（初心者大歓迎）
〈種目〉ランク別リーグ戦・決勝トー
ナメント（11点先取 3セットマッチ）
〈参加費〉1 人：500 円
〈申し込み〉能都・柳田・内浦体育館
にある参加申込書に必要事項を記入の
うえ申し込んでください。
〈申込期限〉2 月 10 日㈫　
問能都体育館 ☎ 62-3567

町民エンジョイテニス大会（1/18）
①久田・池岸富 組　②宅崎・岡本 組
③池岸雅・瀬戸組　④大黒・与野井小 
組　⑤田辺・東倉 瞳 組　

■松波中学校
全能登中学校交歓バスケットボール田
鶴浜大会（1/17・18）
③女子バスケットボール部

能登町民卓球大会
〈日時〉2 月 15 日㈰ 9:00
〈場所〉内浦体育館
〈対象〉能登町内在住者・
在勤者または通学者で小
学生以上の人
〈種目〉男女別個人戦：小学生の部・
一般の部（中学生以上）
〈参加費〉小学生：無料
　　　　  中学生以上：300 円
〈申し込み〉能都・柳田・内浦体育館
にある参加申込書に必要事項を記入の
うえ申し込んでください。　
〈申込期限〉2 月 10 日㈫ 17:00 まで
問町卓球協会事務局（役場内）
　☎ 62-8509 小畑まで

準
優
勝
に
輝
い
た
鵜
川
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
の
メ
ン
バ
ー

※大会案内や結果は、主催者、学校、スポーツ少年
　団などからの報告により掲載しています。

第 7 回 KENKOCUP 全国ジュニアソフ
トテニス大会（12/20・21）
〈女子団体〉②鵜川ソフトテニススポー
ツ少年団（橋本遥、中田依緒里、井田
真季、宮前貴子、橋本茜、山瀬茉依）

第 4回能登町少年柔道大会（1/11）
〈団体〉① Eチーム（川端、出村、山
本達、和田、新田）
〈小学 2年〉①尾形怜雅　②松井幹太
③山口海里
〈小学 3年〉③川端優也
〈小学 4年〉①尾形結熙　②和田祐樹
〈小学 5年〉①山本達也　③久田孔輝
出村尊斗
〈小学 6年〉②山本竜之介
〈中学生〉①東手翔太　②東手純弥　
③和田拓巳、新田優斗

３　１ 日月　日 10:00（開場9:00）

平成20年度 能登町

生涯学習振興大会

　　　　　10:00   開　会
　　　　　　　　・社会教育功労者表彰 表彰式
　　　　　　　　・「わたしが町長だったら」作文の朗読および表彰式
　　　　　10:30　記念講演　
　　　　　　　　　　演 題「FOR  YOU」～子どもたちのために～

　　　　　　　　　　　　　  講 師  廣
ひろなか

中  邦
くにみつ

充
　　   12:00   閉　会
　　　　  ※ 9:00 ～ 12:30　・公民館活動展示コーナー
　　　　　　　　　　　　　 （活動紹介や各教室の作品などを展示）
　　　　　　　　　　　　　　　　　問教育委員会事務局 生涯学習課 ☎ 72-2510

【講師プロフィール】昭和 25 年愛知
県岡崎市生まれ。「平成の駆け込み寺」
として家出、不登校、ひきこもり、い
じめなどの問題を抱える思春期の子ど
もたちに体当たりで接し、自立と社会
復帰を支援する熱血和尚。実践的教育
論に各方面から注目を集める。テレビ
出演・全国各地での講演多数。

場所：能都庁舎 ４階ホール 入場
無料内  容

（浄土宗・西居院第二十一代住職）

スポーツ
カルチャー
案内＆結果

Le
t's
 En
joy
 Sp
ort
s a
nd
  cu
ltu
re

２月の新刊案内

　天地人（上中下）　火坂雅志
　告白　湊かなえ
　16 歳の教科書 7人の特別講義
　　プロジェクト＆モーニング編集部　ほか

行事あんない

　■おはなし会　　　14 日㈯・18 日㈬ 14:30
　■おはなし学習会　18 日㈬ 19:30
　■おはなし勉強会　15 日㈰ 13:30
　■読書会（一般）  　25 日㈬ 13:30
〈開館時間〉水～日曜日 9:00 ～ 17:00
〈休館日〉月曜日、火曜日、祝日、  月末（図書整理日）

こどもみらいセンター　☎ 62-1503　★：対象未就園児の親子

◆開館時間 9:15 ～ 17:00　◆休館日  月曜日、第３日曜日
1日㈰ 13:30　節分のつどい（小学生以上）
6 日㈮ 10:30　★ぴよぴよタイム
11 日㈬ 13:30　子どもクッキング（小学生以上）
13 日㈮ 10:30　★子育て教室
18 日㈬ 15:30　オセロ大会（小学生以上）
20 日㈮ 10:30　★ぴよぴよタイム
27 日㈮ 10:30　★身体測定

まつなみキッズセンター　☎ 72-0269

◆開館時間 10:00 ～ 18:00　◆休館日  日曜日、月曜日
4日㈬ 15:00　節分ミニお茶会
6 日㈮ 15:30　ペン上手（硬筆学習）
7 日㈯ 14:00　読み聞かせボランティア「ひまわり」
18 日㈬ 15:00　あっぷるくらぶ「大なわとび」
20 日㈮ 15:30　ペン上手（硬筆学習）
21 日㈯ 12:30　読み聞かせボランティア「ひまわり」
　　　　　　　　～おはなしとランチ～
25 日㈬ 15:00　あっぷるたいむ「アリスの会のお楽しみ会♪」　
※５日・12 日・19 日・26 日㈭ 10:00  児育て教室

ずっこけ中年三人組
■那須正幹
　あの人が裁判員に選出され
た！国民の義務？裁判員に
なっても困らないために

ママの声聞こえるよ
■筒井好美
　がん手術で声を失っても
「心の声」で子育てに励み 37
歳の若さで亡くなった女性が
遺した感涙の手記

222009.2  № 4823
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健康福祉課 ☎ 72-2504

３歳児健診
〈日　時〉２月 26 日㈭　〈受付時間〉13:40 ～ 14:00
〈場　所〉能都庁舎 ４階ホール

〈対象児〉平成 17 年 11 月 11
日～ 12 月 31 日生まれ
〈持ち物〉母子健康手帳、健診
おたずね票①・②、採尿容器
〈担　当〉医師、歯科医師、歯
科衛生士、保健師、栄養士、　 
保育士

離乳食教室
～離乳食開始から２回食まで編～

　離乳食がはじまるころから、２回食（およそ８カ月）こ
ろまでの教室です。参加を希望する人は、役場健康福祉課
まで申し込みください。参加費は無料です。身体計測もで
きますので、ぜひ参加してください。
〈日　時〉２月 13 日㈮　〈受付時間〉9:30 ～ 9:50
〈場　所〉まつなみキッズセンター
〈持ち物〉母子健康手帳、  バスタオル、 大人用エプロン、　
　　　　  おむつなど
〈申込期限〉２月６日㈮　〈担　当〉保健師・栄養士

献血のお知らせ
　　　■内浦庁舎　２月 26 日㈭　12:30 ～ 16:30
　　　■小木支所　２月 27 日㈮　12:30 ～ 15:00

■診療科からこんにちは！

☎ 62-1311
http://www.hospitalnet.jp/

診療情報は、病院ホームページで確認できます。

公立宇出津総合病院
だより

公立宇出津総合病院
だより

　眼科は目の疾患の治
療・予防などを行ってい
ます。パソコンを使った
デスクワークや受験勉強、
テレビゲームなど、現代
人の生活は眼に大きな負
担をかけています。
　眼の健康状態が悪い

と、視力の低下、肩こり、ストレスの原因にもなります。また、
見づらい、充血するなどといった眼の不快症状は、眼底出血
や網膜はく離などの重大な病気が原因の場合もありますので、
気になる場合はお気軽にご相談ください。

カルテ⑥  ～眼科編～

■小児科専門外来診察日
　〈小児神経〉2 月 24日㈫ 14:00 ～ 16:00　

■診察日および担当医師
診察科 診察時間 月 火 水 木 金

眼科 8:30～12:00 － 萩原

～咳エチケットしてますか？～

　咳エチケットとは、昨年から厚生労
働省が呼びかけている感染予防策の一
つです。インフルエンザは咳やくしゃ
みなどと一緒に放出されたウイルスを
吸い込んだり、ウイルスが付着したド
アノブなどを触り、手についたウイル
スを食べ物と一緒に口から体に入れる
ことにより感染します。
　インフルエンザにかからないよう、
簡単にできることから始めましょう。

　　予防の基本は「うがい」「手洗い」

　まず、外出先から帰ったら石けんを
用いて 15秒以上手を洗い、清潔なタ
オルで拭きましょう。ドアノブやス
イッチ、階段の手すりなどは水と洗剤
で拭き取り清掃しましょう。手指消毒
用アルコール製剤もウイルスを死滅さ
せる効果があります。

　　症状が出たら咳エチケット開始！

　もし症状が出始めたら、周囲の人に

うつさないように注意が必要です。ほ
かの人への感染拡大を防止するため、
咳エチケットを実践しましょう。
①咳・くしゃみが出たら、ほかの人に
　うつさないためにマスクを着用しま
　しょう。ない場合はティッシュなど
　で口と鼻を押さえ、ほかの人から顔
　をそむけ１㍍以上離れましょう。
②鼻汁・痰

たん

などを含んだティッシュは
　すぐにふたのついたごみ箱に捨てま
　しょう。
③咳をしている人にマスクの着用をお
　願いしましょう。※マスクの装着は
　説明書をよく読んで、正しく着用し
　ましょう。
　新型インフルエンザも、予防の基本
は同じです。「うがい」「手洗い」をしっ
かり習慣づけ、マスクは常備しておき
ましょう。38度以上の急な発熱など、
「インフルエンザかな」と思うような
症状が現れたら、早めに医療機関で受
診しましょう。

■７歳半までで未接種の人

　まだ定期予防接種を受けていない人
には、２月中旬以降に案内を発送しま
す。案内が届いた場合、母子健康手帳
で確認のうえ、体調の良いときに早め
に予防接種を受けましょう。

■４月から中学校に入学する人

　ジフテリアと破傷風を予防するため
の二種混合（DT）予防接種は、３月末

日までは定期予防接種として無料で接
種できます。予診票をなくした場合は、
健康福祉課までご連絡ください。
　下記の医療機関で接種できますので
事前に予約をして受けましょう。

・生垣医院
・小木診療所
・公立宇出津総合病院
・千間内科クリニック
・直井医院
・はしもとクリニック

・升谷医院
・持木メディカルクリニック
・柳田温泉病院
・公立穴水総合病院
・珠洲市総合病院
・まるおかクリニック

プレミアムパスポートをお持ちの皆さんへ

　子育て支援の一環として、子どもを数多く養育する家庭の負担を軽
くするため、平成 21 年も能登町の特典として能登町指定のもやせる
ごみ袋（年間 10 枚入り 10 袋）を無料で配布します。
　プレミアムパスポートがない場合は、申請が必要ですので下記まで
お問い合わせください。18 歳未満のお子さんが３人以上のいる世帯
が対象です。
〈窓口へ持ってくる物〉　プレミアムパスポート
　　　　　　　　　　　（２枚とも）印かん
〈配布場所〉　健康福祉課（内浦庁舎内）、
　　　　　　能都・柳田サービス室
〈配布期限〉　平成 21 年 12 月 25 日㈮　　　問健康福祉課 ☎ 72-2503
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銃刀法を
改正。
刃渡り 5.5 ㌢以上 15 ㌢未満の柄を
つけて用いる左右均等の形状をし
た諸刃に鋼質製の刃物で先端部が
著しく鋭いもの。

【新たに規制の対象となる刃物】

　平成 21年 1月５日から、ダガーナイフなどの諸
刃のナイフが新たに規制の対象となり、所持が禁止
になりました。既に持っている人は７月４日までに
警察署・駐在所に提出するなど廃棄の処置をしてく
ださい。７月５日以降は「不法所持」となります。

問能登警察署・能登防犯協会 ☎ 62-1334

使
用
者
も
労
働
者
も

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

〜
石
川
県
内
の
最
低
賃
金
改
正
〜

　

最
低
賃
金
よ
り
低
い
賃

金
で
労
働
者
を
使
用
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
石
川
労
働
局

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●石川県最低賃金 ６７３円
　　　（全産業・全労働者に適用されます）
●特定（産業別）最低賃金
　７１２円…染色整理業など　
　８０５円…生産用機械器具製造業など
　８０５円…自動車・同付属品製造業など
　７４５円…電子部品・デバイス・電子回路
　　　　　　製造業など
　７５８円…百貨店・総合スーパー

能登町子ども会連合会 子ども大会

２/15 日
場 所 ：内浦第二体育館

〈対象〉能登町内在住の４歳児から中学生　※保護者同伴可
〈実演〉金沢大学ジャグリング・アンド・マジックサークル
〈申込期限〉２月４日㈬までに、申込書を各学校、保育所、　
　　　　　  保育園、または生涯学習課まで提出してください。
★お楽しみ抽選会もあります！申込書に抽選券がついています。　
　詳しい内容は下記までお問い合わせください。
問町子ども会連合会事務局（生涯学習課内）☎ 72-2510　℻ 72-2393

13:30～15:30
  お知らせ

求人はハローワークへご連絡を 

　米国発の世界的金融危機により、全
国的に雇用失業情勢が悪化していま
す。奥能登 2 市 2 町においては、極
端な求職者の増加は見られないもの
の、求人の減少が続いています。
　こうしたことから、ハローワークで
は求人の確保・拡大に取り組んでいま
す。従業員の募集を考えている事業主
の皆さんは、ぜひご連絡ください。
問 ハローワーク能登　☎ 62-1242

   イベント・講  習

深層水で手作りの味噌を作ろう 

〈日時〉2 月 21 日㈯ 13:00 ～ 16:00
〈場所〉農林水産物加工開発センター
〈定員〉先着 10 人程度
（最低催行人数５人）※ 1年後、一人
約 7㌔の味噌を分配予定
〈参加費〉1 人：4,000 円
〈申込期限〉2 月 13 日㈮
問 農林水産物加工開発センター 
　☎ 72-8111

フグちょうちん作りに挑戦しよう 

　かわいいちょうちんを
作ります。フグの仲間に
ついても紹介します。
〈日時〉2 月 14 日㈯
　　　  13:30 ～ 15:30
〈場所〉のと海洋ふれあいセンター
〈対象〉小学校低学年以下の人は保護
者同伴でお願いします（定員：20 人）
〈参加費〉無料（ただし高校生以上は
入館料 200 円が別途必要）
問 のと海洋ふれあいセンター 
　☎ 74-1919

町雇用創出連絡協議会セミナー 

■第 3回能登町の魅力を再発見
　求職者であればどなたでも参加でき
ます。お気軽に申し込みください。
〈日時〉2 月 10 日㈫ 14:30 ～ 16:30
〈場所〉夢一輪館（当目）
〈講師〉高市範幸 氏
〈テーマ〉能登の魅力発見
〈定員〉15 人
〈申込期限〉2 月 6 日㈮

■第2回企業主向けのためのセミナー
　優秀な人材の中途採用は、地域と企

業の活性化につながります。事業主関
係の皆さんは、ぜひ申し込みください。
〈日時〉2 月 26 日㈭
〈場所〉能登町商工会
〈対象〉町内の事業主、人事担当者
〈講師〉夏至正典 氏
　　　㈱人財情報センター代表取締役
〈申込期限〉2 月 20 日㈮
問町雇用創出連絡協議会
　（内浦庁舎内）☎ 72-1012

地域資源活用セミナーを開催！ 

　地域資源を活用し、新たな商品・サー
ビスの開発などに取り組む能登町内の
中小企業を支援するため、具体的な支
援策について説明します。多数ご参加
ください。
〈日時〉2 月 6 日㈮ 14:00 ～ 16:50
〈場所〉能登町商工会 本所 ２階ホール
〈内容〉※参加無料
■１部　基調講演 14:10 ～ 15:40
テーマ「臆病者の経営学～品質から商
質へ、地域資源の活かし方～」講師：
木越和夫 氏  ㈱箸匠せいわ創業者顧問
■2部　いしかわ産業化資源推進ファ
ンド事業助成金説明会 15:50 ～ 16:50
説明：県産業創出支援機構
問 能登町商工会 ☎ 62-0181

「福祉しごとガイダンス」を開催 

　福祉施設などの採用担当者と面接で
きるコーナーや福祉の仕事・資格につ
いての相談コーナーを設置します。
〈日時〉2 月 7 日㈯ 13:00 ～ 16:00
〈場所〉石川県社会福祉会館（金沢市）
〈対象〉福祉の職場に就職希望する人
〈参加費〉無料　※申し込み不要
問 県福祉人材センター
　 ☎ 076-234-1151
　　　

    相　談

国民年金に関する相談はこちら 

　年金加入者および受給者を対象とし
た相談会を開きます。本人の委任状が
あれば代理の人でも相談することがで
きます。詳しくは下記までお問い合わ
せください。相談料は無料です。
〈日時〉2 月 14 日㈯ 9:30 ～ 15:00
〈場所〉柳田山村開発センター
※基礎年金番号が分かるもの（年金手
帳など）と印かんを持参ください。
問 七尾社会保険事務所 
　☎ 0767-53-6511

弁護士が法律の相談に応じます 

〈２月の相談日〉5 日、12 日、19 日、
26 日（木曜日）13:45 ～ 16:15（要予約）
〈場所〉穴水町地域情報センター
〈相談料〉30 分以内：5,000 円
問金沢弁護士会 ☎ 076-221-0242

心配ごと相談をご利用ください 

■能都庁舎
　9日㈪、19 日㈭ 10:00 ～ 12:00
■笹ゆり荘
　10 日㈫、24 日㈫ 10:00 ～ 12:00
■内浦福祉センター
　10 日㈫ 13:30 ～ 15:30
■小木支所　
　20 日㈮ 13:30 ～ 15:30
問社会福祉協議会 ☎ 72-2322

　

利用促進同盟会の助成金制度を利用しよう！
　能登地域在住の人とウイングネットワーク会員は町
の助成金とは別に次の助成金がもらえます。
①能登空港首都圏研修等助成金
　定期便を往復搭乗する 10人以上の団体で研修や視
　察旅行などを実施する場合【助成金1人：3,000円】
②首都圏発交流事業助成金
　定期便を往復搭乗する 10人以上、または２回以上
　の合計が 20人以上の首都圏の団体で、能登地域と
　の交流事業を実施する場合【助成金1人：4,000円】

③ハッピーバースデイ能登羽田便利用旅行助成金
　60歳以上の人が誕生月に出発する能登空港往復の
　旅行をする場合【助成金1人：3,000円】
■「京急羽得きっぷ」プレゼント中！
　能登羽田便を申し込みした人先着に、京浜急行電鉄
　の羽田空港から品川（泉岳寺）・横浜までの往復割
　引切符をプレゼント中。詳しくは下記まで！

「能登空港利用促進交流会」に参加しよう！

〈日時〉3 月 20 日㈮ 13:00 受付
〈場所〉輪島温泉　ホテル高州園
〈内容〉・基調講演　講師：川津祐介 氏（俳優）
　　　・交流パーティー    和太鼓「虎之介」実演
〈定員〉首都圏：30 人　地元：100 人
〈参加費〉地元参加者 1人：7,000 円（宿泊料込み）
〈申込期限〉２月 20 日㈮までに電話予約
　　　　問能登空港利用促進同盟会 ☎ 0768-26-2366
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～羽田⇔能登空港60分！お得な空の旅～
問石川労働局 ☎ 076-265-4425



★きらきらチャンネル（自主制作番組）　　■とくトクたいむ（提供番組）　

放
送
時
間

月～金 翌日
 　 18:30 ～（初回） 6:35 ～
 　 19:30 ～ 11:00 ～
 　 21:30 ～ 12:30 ～
　  23:30 ～

土曜日午後６時から前週分、日曜日午後１時
から前々週分を再放送しています

月の
番組案内2

のとほっとらいん

こ せ き

の ま ど

12/15 ～ 1/14

　「ほかの塩では同じ味が出せな

い」。取材先で『能登の塩』を使っ

ている人に話を聞くとほとんど同

じ答え。今まで塩にはまったく無

関心だった自分も、早速施設から

もらったサンプルをご飯はもちろ

ん、刺身、納豆、野菜など何にで

もかけて試した。今では食卓に「My

塩」が欠かせない。『能登の塩』未

体験の人は、7頁の引換券を持っ

て施設に足を運んでほしい。

　平成 21 年石川県広報コンクー

ルで「広報のと」が 3年連続で 3

冠を獲得することができた。これ

からも１頁１頁を大切に、町の今

を伝え、頑張る人を応援する広報

紙でありたい。

　町内全域に配布される「広報の

と」。住民に一番近いこの情報誌

に、昨年から有料広告を掲載する

頁を設け、ホームページでもバ

ナー広告を募集している。企業宣

伝したいという皆さんとの情報交

換は、学ぶことが多い。小さなス

ペースでも、広告主の思いをしっ

かり伝えられ喜ばれる紙面作りが

できるよう努力していきたい。

人口（人） 21,902 － 23
男 10,315 － 11
女 11,587 － 12

世帯数（戸） 8,102 － 4

外国人登録者（人） 320
男 163
女 157

（前月比） 有料広告
〈ろうきん〉がお子様の夢をお手伝いします！

無担保教育ローン
2008年11月1日
   ～2009年４月30日

■ご融資額
　最高1,000万円
■ご返済期間
　最長15年
　　　　（据置期間含む）
■保　証
　保証機関の保証必要

年1.9％
《変動：特別金利》

特別金利キャンペーン実施中！

※別途、保証料 年0.5％必要
※金利は2008年11月20日現在適用中

詳しくは、北陸ろうきん珠洲支店まで

有料広告

能登町松波10-59    ☎0768(72)0911

①10：00（初回）  ③20：00
②16：00　　　  ④22：00

特集番組！　
（月～土曜日：放送時間）

「のとほっとらいん」を再放送しています

月～金①第１週 午後６時～ 午後１時～

月～金②第２週

月～金③第３週

月～金④第４週

土曜日 日曜日

①

①②

③

④

②

③

※
以
後
こ
の
サ
イ
ク
ル
で
放
送　

　

し
て
い
き
ま
す
。
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◉人口・世帯数 平成 21 年 1月 5日現在

※日曜リクエストは、「きらきらチャンネル」で放送した番組の中から再放送しています。番組のリクエストは広報情報推進課☎ 76-8301 まで。
　放送時間は、毎週日曜日の① 8:00 ② 10:00 ③ 12:00 ④ 16:00 ⑤ 18:30 ⑥ 20:00 ⑦ 21:30 の 7回です。

有料広告
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※有線テレビ使用料の納付は、口座振替が便利です。【今月の納期限 2月 27 日㈮】

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

日
曜
リ
ク
エ
ス
ト

★「文化燦々」 ２/21 ㈯まで
　柳田地区で活動している「笹ゆり短歌会」「あじさい短歌会」の１月の作品をお送りします。

■野村の自由学校 「玉村豊男の田舎暮らし体験記」 2/28 ㈯まで
　東京から長野へ移住したエッセイストで画家の玉

たまむら

村豊
とよ お

男さんに、田舎に移り住む成功の秘訣を
　聞いてみました。

■野村の自由学校「中村征夫の海へのいざない」  2/7日㈯まで
　水中写真家の第一人者、中村征夫さんに水の中の神秘的な現象について聞いてみました。

■よそ者奥能登体験記  2/14日㈯まで
　星稜大学の学生が独自の視点で奥能登をとらえ制作した番組です。若者ならではのユニークな
　感性で奥能登を描いています。どうぞご覧ください！
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平成21年  

成人式

　平成21年能登町成人式が、1月11日に内浦第二体育館で行わ

れました。今年成人を迎えたのは、昭和63年4月2日から平成

元年4月1日に生まれた男性１３５人、女性１２９人の計

２６４人で、２１８人が出席しました。

　式典では、持木町長が「向上心を忘れず、困難な逆境も成長

へのステップとしてください」と新成人に励ましの言葉を贈り

ました。出席した新成人を代表して、宮谷内聡美さん＝鴨川＝

が「今日この日までわたしたちを温かく見守ってくれた家族や

社会に対し、微力ながらも貢献していきたい」と誓いの言葉を

述べました。
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